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 伴走型小規模事業者推進事業
小松商工会議所は
　　農商工連携を推進します!!
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H30.1.30 ホテルサンルート小松にて（農商工商談会の様子）
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経営相談

記帳・税務相談

本所では専門スタッフがあらゆるご相談に応じております。

相談場所 ● 小松商工会議所 ☎0761-21-3121
会員様のご相談は無料です。ご相談の秘密は厳守します。

予約制

予約制

【経営】
・経営について専門家の意見を聞
きたい。
・店舗移転を考えている。
・金融機関の返済に追われている。

【IT】
・インターネットで企業PRしたい。

【特許・商標】
・特許や商標登録について検討し
ている。
・海外に製品を出したい。

【労働】
　雇用・労務に関する相談をしたい。

※ご相談内容によっては、専門家派遣
事業にて対応または専門機関をご紹
介しております。

☎0761-21-3121
（小松商工会議所経営支援課）

今月の利率
（平成30年2月9日現在）

平成29年度（1月
末まで）認定実績

■マルケイ資金 19　件

8,108万円

　無担保・無保証人
　 2,000万円
　・利率　1.11％
　・期間　10年（運転7年）
■小口事業資金（追認小口） 0　件

0万円

0　件

0万円

　原則無担保
　 1,500万円
　・利率　1.75％
　・期間　7年（運転5年）
■小口零細（創業者分含） 14　件

5,435万円

3　件
1,650万円

　原則無担保
　 1,250万円
　・利率　1.7％
　・期間　7年（運転5年）
■経営安定支援融資（一般分）
　 8,000万円（運転資金）
　・利率　1.6％
　・期間　7年

3　件

10,400万円

■経営安定支援融資（資金繰り支援分）
　 8,000万円（運転資金）
　・利率　1.85％
　・期間　7年（実情に応じ10年）

1　件

500万円

■経営安定支援融資（緊急経営安定支援分）
　 8,000万円（運転資金）
　・利率　1.3％
　・期間　7年以内

11　件

12,707万円

■地域商工業活性化融資
　 5,000万円（特認2億円）
　・利率　1.6％～1.8％
　・期間　5年～15年
　（期間10年超の場合は、変動金利）

創業者分

零　細　分

金 融 情 報
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LOBO調査 景況天気予報 調査期間：2018年1月16日～22日
調査対象：全国の422商工会議所が3,872企業
　　　　　にヒアリング

「LOBO調査とは」全国の商工会議所の FAXとコンピュータで結んだ早期景気観測調査

業況ＤＩは、緩やかな回復
基調続くも、足元で一服。
先行きはほぼ横ばい

○
全
産
業
の
業
況
D
I
は
、
前
月

と
比
べ
改
善
。
産
業
別
に
み
る
と
、

サ
ー
ビ
ス
業
で
悪
化
、
そ
の
他
の

4
業
種
で
改
善
し
た
。
各
業
種
か

ら
寄
せ
ら
れ
た
コ
メ
ン
ト
は
以
下

の
と
お
り
。

○「
世
界
的
な
半
導
体
市
場
の
活

況
に
よ
り
、
海
外
か
ら
の
引
き
合

い
が
多
く
、
売
上
は
改
善
。
他
方
、

人
手
不
足
は
深
刻
で
、
高
齢
者
の

雇
用
等
で
何
と
か
対
応
し
て
い
る
」

（
半
導
体
製
造
装
置
等
製
造
業
）、

「
パ
ー
ト
・
ア
ル
バ
イ
ト
不
足
が

深
刻
で
、
求
人
募
集
を
行
う
も
反

応
が
無
い
。
メ
ニ
ュ
ー
数
を
絞
り
、

対
応
せ
ざ
る
を
得
な
い
」（
飲
食

業
）、「
取
引
先
の
自
動
車
業
界
か

ら
の
受
注
が
多
く
、
増
収
増
益
が

続
く
。
従
業
員
の
長
時
間
労
働
の

削
減
に
取
り
組
み
、
さ
ら
な
る
採

算
改
善
を
目
指
す
」（
産
業
用
機

械
卸
売
業
）

○
業
況
の
先
行
き
見
通
し
D
I
は
、

全
産
業
で
は
今
月
と
比
べ
改
善
の

見
込
み
。
産
業
別
に
み
る
と
、
建

設
業
、
小
売
業
で
悪
化
、
そ
の
他

の
3
業
種
で
改
善
の
見
込
み
。

　1
月
の
全
産
業
合
計
の
業
況
D
I
は
、▲
14
．

4
と
、前
月
か
ら
▲
1
．1
ポ
イ
ン
ト
の
悪
化
。

電
子
部
品
や
産
業
用
機
械
、自
動
車
関
連
を
中

心
と
し
た
生
産
や
、イ
ン
バ
ウ
ン
ド
を
含
め
た
観

光
需
要
は
堅
調
に
推
移
す
る
も
の
の
、深
刻
な
人

手
不
足
の
影
響
に
加
え
、鉄
鋼
、農
産
物
な
ど
の

仕
入
価
格
や
燃
料
費
の
上
昇
に
よ
る
収
益
圧
迫

か
ら
、建
設
業
や
飲
食
・
宿
泊
業
な
ど
サ
ー
ビ
ス

業
の
業
況
感
が
悪
化
し
た
。
た
だ
し
、「
好
転
」

か
ら「
不
変
」へ
の
変
化
も
押
し
下
げ
要
因
と
な
っ

た
こ
と
に
留
意
が
必
要
。
中
小
企
業
の
景
況
感

は
、総
じ
て
緩
や
か
な
回
復
基
調
が
続
い
て
い
る

も
の
の
、足
元
で
一
服
感
が
み
ら
れ
る
。

　先
行
き
に
つ
い
て
は
、先
行
き
見
通
し
D
I
が

▲
13
．6（
今
月
比
＋
0
．8
ポ
イ
ン
ト
）と
ほ
ぼ

横
ば
い
を
見
込
む
。
個
人
消
費
の
持
ち
直
し
や

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
を
含
め
た
観
光
需
要
拡
大
、輸
出

や
設
備
投
資
の
堅
調
な
推
移
、補
正
予
算
な
ど
へ

の
期
待
感
が
う
か
が
え
る
。
他
方
、人
手
不
足

の
影
響
拡
大
や
、原
材
料
費
・
燃
料
費
・
運
送
費

の
上
昇
、コ
ス
ト
増
加
分
の
販
売
価
格
へ
の
転
嫁

遅
れ
を
懸
念
す
る
声
も
多
く
、中
小
企
業
の
業

況
感
は
ほ
ぼ
横
ば
い
で
推
移
す
る
見
通
し
。

全産業合計
の業況DI値

月の

厚生労働省発表 有効求人倍率総務省発表 完全失業率
全 国

石 川 県

完全失業者数

2.8％

2.5％

174万人

（前月2.7％）

（7～9月期）

（前月178万人）

全 国

石 川 県
ハローワーク
小 松 管 内

1.59倍

2.02倍

1.75倍

（前月1.56倍）

（前月1.98倍）［原数値]

（前月1.69倍）[原数値]

金沢 白山 七尾 加賀 輪島1.96倍 2.68倍 1.84倍 2.30倍 1.44倍

▲14.1

雇
用
情
報

経営相談窓口

予約制を除く相談は事前のご連絡は不要です。お気軽にお越しください。

悩みを抱えたままにしていませんか？

北
陸
信
越
の
概
況

金融（融資）相談

予約制

※随時対応しております。
低金利で公的な制度融資を利用し
たい。
マル経資金の相談をしたい。
受付時間（月）～（金）9：00～16：00
（小松商工会議所経営支援課）

法律相談事業に
関する

・保証債務の問題で困っている。
・取引先が倒産した。
日時　3月1日、8日、15日、22日、
　　　29日
　（毎週木曜日）13：00～15：30

☎076-221-0242
南加賀法律相談センター（金沢弁
護士会）にてご予約ください。

利子補給について教えて欲しいです。

本所では、小規模事業者の経営資金の負担を軽減し経営安定を図るため、一定の制度融
資に対する利子補給制度を行っています。（H30.3.31迄）
（利子補給対象者）本所会員事業所で次の各号のいずれにも該当するものとする。
①石川県制度融資（小口融資制度（一般分・特別分）・小口零細融資制度、創業者支援融資
制度）と日本政策金融公庫（マル経・新規開業資金）の融資を受けることができた者。
②元金及び利子の返済（据え置き期間内における元金の返済を除く）の遅延等がないもの。
（補給額）借入年額の利子払い額の10％以内とし百円未満は切り捨てし上限8万円。
※本年度未請求の方は、手続きをお済ませください。
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業況DIの推移（全産業・前年同月比）

15/12 16/2 4 6 8 10 12 17/2 4 6 8 1210

とくに好調

50≦DI 25≦DI＜50 0≦DI＜25 ▲25≦DI＜0 DI＜▲25

好調 まあまあ 不振 きわめて不振

＊DI値（景況判断指数）について
　DI値は、売上・採算・業況などの各項目についての、判断の状況
を表す。ゼロを基準として、プラスの値で景気の上向き傾向を表す
回答の割合が多いことを示し、マイナスの値で景気の下向き傾向
を表す回答の割合が多いことを示す。したがって、売上高などの実
数値の上昇率を示すものではなく、景気感の相対的な拡がりを意
味する。
【DI】=（増加・好転などの回答割合）－（減少・悪化などの回答割合）

建 設

製 造

卸 売

小 売

サービス

前 年 同 月 比
全 国全 国 北陸・信越 北陸・信越
先 行 見 通 し

 ▲13.6 ▲8.3 ▲14.4 ▲16.2

 ▲5.1 0.0 ▲3.4 8.1

 ▲12.2 ▲20.0 ▲13.8 ▲15.0

 ▲25.2 ▲12.0 ▲24.7 ▲19.2

 ▲16.1 ▲22.2 ▲13.8 ▲27.0

無料納税相談室を開設しております
ので同封のチラシをご確認ください。
※詳しくは2ページをご覧ください。

日時　3月1日（木）～3月14日（水）
 3月27日（火）10：00～16：00

専門家　河南恵美税理士 他
☎0761-21-3121

（小松商工会議所経営支援課）
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納
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費
税
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室
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税
相
談
室

日
程
　3
月
1
日（
木
）〜
14
日（
水
）

※
平
日
の
み
開
催

時
間
　10
時
〜
16
時

会
場
　小
松
商
工
会
議
所

　1
階
研
修
室

相
談
員
　北
陸
税
理
士
会
小
松
支
部

派
遣
税
理
士

対
象
者
　個
人
事
業
者

（
小
松
商
工
会
議
所
会
員
に
限
り
ま
す
）

申
込
方
法
　小
松
商
工
会
議
所
会
報

2
月
号
に
折
込
の「
予
約
申
込
書
」

に
て
、ま
た
は
お
電
話
に
て
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

平
成
29
年
分
の

関
係
帳
簿

申
告
者
本
人
他
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

ま
た
は
通
知
カ
ー
ド

運
転
免
許
証

な
ど
の
本
人
確
認
書
類
を
必
ず
ご
持
参

く
だ
さ
い
。

消
費
税
相
談
室

日
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月
27
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火
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松
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松
支
部

派
遣
税
理
士

対
象
者
　個
人
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松
商
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会
議
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限
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ま
す
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※
予
約
優
先

※
平
成
29
年
分
の
決
算
書
・
元
帳
な
ど

　関
係
書
類
を
必
ず
ご
持
参
く
だ
さ
い
。
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械
、自
動
車
関
連
を
中

心
と
し
た
生
産
や
、イ
ン
バ
ウ
ン
ド
を
含
め
た
観

光
需
要
は
堅
調
に
推
移
す
る
も
の
の
、深
刻
な
人

手
不
足
の
影
響
に
加
え
、鉄
鋼
、農
産
物
な
ど
の

仕
入
価
格
や
燃
料
費
の
上
昇
に
よ
る
収
益
圧
迫

か
ら
、建
設
業
や
飲
食
・
宿
泊
業
な
ど
サ
ー
ビ
ス

業
の
業
況
感
が
悪
化
し
た
。
た
だ
し
、「
好
転
」

か
ら「
不
変
」へ
の
変
化
も
押
し
下
げ
要
因
と
な
っ

た
こ
と
に
留
意
が
必
要
。
中
小
企
業
の
景
況
感

は
、総
じ
て
緩
や
か
な
回
復
基
調
が
続
い
て
い
る

も
の
の
、足
元
で
一
服
感
が
み
ら
れ
る
。

　先
行
き
に
つ
い
て
は
、先
行
き
見
通
し
D
I
が

▲
13
．6（
今
月
比
＋
0
．8
ポ
イ
ン
ト
）と
ほ
ぼ

横
ば
い
を
見
込
む
。
個
人
消
費
の
持
ち
直
し
や

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
を
含
め
た
観
光
需
要
拡
大
、輸
出

や
設
備
投
資
の
堅
調
な
推
移
、補
正
予
算
な
ど
へ

の
期
待
感
が
う
か
が
え
る
。
他
方
、人
手
不
足

の
影
響
拡
大
や
、原
材
料
費
・
燃
料
費
・
運
送
費

の
上
昇
、コ
ス
ト
増
加
分
の
販
売
価
格
へ
の
転
嫁

遅
れ
を
懸
念
す
る
声
も
多
く
、中
小
企
業
の
業

況
感
は
ほ
ぼ
横
ば
い
で
推
移
す
る
見
通
し
。

全産業合計
の業況DI値

月の

厚生労働省発表 有効求人倍率総務省発表 完全失業率
全 国

石 川 県

完全失業者数

2.8％

2.5％

174万人

（前月2.7％）

（7～9月期）

（前月178万人）

全 国

石 川 県
ハローワーク
小 松 管 内

1.59倍

2.02倍

1.75倍

（前月1.56倍）

（前月1.98倍）［原数値]

（前月1.69倍）[原数値]

金沢 白山 七尾 加賀 輪島1.96倍 2.68倍 1.84倍 2.30倍 1.44倍

▲14.1

雇
用
情
報

経営相談窓口

予約制を除く相談は事前のご連絡は不要です。お気軽にお越しください。

悩みを抱えたままにしていませんか？

北
陸
信
越
の
概
況

金融（融資）相談

予約制

※随時対応しております。
低金利で公的な制度融資を利用し
たい。
マル経資金の相談をしたい。
受付時間（月）～（金）9：00～16：00
（小松商工会議所経営支援課）

法律相談事業に
関する

・保証債務の問題で困っている。
・取引先が倒産した。
日時　3月1日、8日、15日、22日、
　　　29日
　（毎週木曜日）13：00～15：30

☎076-221-0242
南加賀法律相談センター（金沢弁
護士会）にてご予約ください。

利子補給について教えて欲しいです。

本所では、小規模事業者の経営資金の負担を軽減し経営安定を図るため、一定の制度融
資に対する利子補給制度を行っています。（H30.3.31迄）
（利子補給対象者）本所会員事業所で次の各号のいずれにも該当するものとする。
①石川県制度融資（小口融資制度（一般分・特別分）・小口零細融資制度、創業者支援融資
制度）と日本政策金融公庫（マル経・新規開業資金）の融資を受けることができた者。
②元金及び利子の返済（据え置き期間内における元金の返済を除く）の遅延等がないもの。
（補給額）借入年額の利子払い額の10％以内とし百円未満は切り捨てし上限8万円。
※本年度未請求の方は、手続きをお済ませください。

-40
-30
-20
-10
-0
10
20

業況DIの推移（全産業・前年同月比）

15/12 16/2 4 6 8 10 12 17/2 4 6 8 1210

とくに好調

50≦DI 25≦DI＜50 0≦DI＜25 ▲25≦DI＜0 DI＜▲25

好調 まあまあ 不振 きわめて不振

＊DI値（景況判断指数）について
　DI値は、売上・採算・業況などの各項目についての、判断の状況
を表す。ゼロを基準として、プラスの値で景気の上向き傾向を表す
回答の割合が多いことを示し、マイナスの値で景気の下向き傾向
を表す回答の割合が多いことを示す。したがって、売上高などの実
数値の上昇率を示すものではなく、景気感の相対的な拡がりを意
味する。
【DI】=（増加・好転などの回答割合）－（減少・悪化などの回答割合）

建 設

製 造

卸 売

小 売

サービス

前 年 同 月 比
全 国全 国 北陸・信越 北陸・信越
先 行 見 通 し

 ▲13.6 ▲8.3 ▲14.4 ▲16.2

 ▲5.1 0.0 ▲3.4 8.1

 ▲12.2 ▲20.0 ▲13.8 ▲15.0

 ▲25.2 ▲12.0 ▲24.7 ▲19.2

 ▲16.1 ▲22.2 ▲13.8 ▲27.0

無料納税相談室を開設しております
ので同封のチラシをご確認ください。
※詳しくは2ページをご覧ください。

日時　3月1日（木）～3月14日（水）
 3月27日（火）10：00～16：00

専門家　河南恵美税理士 他
☎0761-21-3121

（小松商工会議所経営支援課）

-40
-30
-20
-10
0
10
20

12月

1

納
税
相
談
室

消
費
税
相
談
室

無料納
税
相
談
室

日
程
　3
月
1
日（
木
）〜
14
日（
水
）

※
平
日
の
み
開
催

時
間
　10
時
〜
16
時

会
場
　小
松
商
工
会
議
所

　1
階
研
修
室

相
談
員
　北
陸
税
理
士
会
小
松
支
部

派
遣
税
理
士

対
象
者
　個
人
事
業
者

（
小
松
商
工
会
議
所
会
員
に
限
り
ま
す
）

申
込
方
法
　小
松
商
工
会
議
所
会
報

2
月
号
に
折
込
の「
予
約
申
込
書
」

に
て
、ま
た
は
お
電
話
に
て
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

平
成
29
年
分
の

関
係
帳
簿

申
告
者
本
人
他
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

ま
た
は
通
知
カ
ー
ド

運
転
免
許
証

な
ど
の
本
人
確
認
書
類
を
必
ず
ご
持
参

く
だ
さ
い
。

消
費
税
相
談
室

日
時
　3
月
27
日（
火
）

会
場
　小
松
商
工
会
議
所

　1
階
研
修
室

相
談
員
　北
陸
税
理
士
会
小
松
支
部

派
遣
税
理
士

対
象
者
　個
人
事
業
者

（
小
松
商
工
会
議
所
会
員
に
限
り
ま
す
）

※
予
約
優
先

※
平
成
29
年
分
の
決
算
書
・
元
帳
な
ど

　関
係
書
類
を
必
ず
ご
持
参
く
だ
さ
い
。
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後
継
者
問
題
も
深
刻
で

厳
し
い
状
況
が
続
い
て
い
る

❶
三
日
市
商
店
街
振
興
組
合

　
最
近
の
動
向
は
Ｅ
Ｃ
サ
イ
ト
、Ｓ
Ｎ

Ｓ
の
台
頭
、
昨
年
の
イ
オ
ン
モ
ー
ル

の
出
店
に
よ
り
、
よ
り
厳
し
い
状
況

が
続
い
て
い
る
。

　
後
継
者
問
題
も
深
刻
で
小
売
業
全

般
、
特
に
パ
パ
マ
マ
・
ス
ト
ア
は
更

に
厳
し
さ
を
増
し
て
い
る
。

　
今
後
の
見
通
し
に
つ
い
て
は
、
更

に
厳
し
く
な
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

た
だ
指
を
く
わ
え
る
だ
け
で
は
何
も

生
ま
な
い
の
で
、
ま
ず
は
足
元
か
ら

し
っ
か
り
自
身
の
商
売
に
変
化
を
加

え
て
新
し
い
顧
客
の
創
造
を
し
て
い

き
た
い
。

「
こ
ま
つ
ま
ち
ゼ
ミ
」

開
催
に
期
待

❷
八
日
市
商
店
街
振
興
組
合

　
地
元
の
製
造
業
は
好
景
気
が
継
続

中
と
言
わ
れ
て
い
る
が
、
商
店
街
は

依
然
と
し
て
厳
し
い
状
況
が
続
い
て

い
る
。
ま
た
、
今
年
は
例
年
に
な
い

大
雪
等
の
影
響
で
更
に
客
足
が
遠
の

い
て
い
る
よ
う
に
感
じ
る
。

　
今
後
に
つ
い
て
は
、
個
店
を
磨
き
、

専
門
化
を
更
に
進
め
る
事
が
唯
一
の

生
き
残
り
の
手
段
と
考
え
る
。

　
小
松
商
店
会
連
盟
が
２
月
か
ら
３

月
に
か
け
て
企
画
す
る
商
店
主
ら
が

講
師
と
な
る「
第
１
回
こ
ま
つ
ま
ち
ゼ

ミ
」は
全
33
講
座
が
予
定
さ
れ
て
お

り
、
専
門
店
の
強
み
を
ア
ピ
ー
ル
で

き
る
機
会
と
し
て
大
い
に
期
待
し
て

い
る
。

こ
ま
つ
ア
ズ
ス
ク
エ
ア
開
業
で

駅
前
に
人
波

❸
小
松
中
央
通
り
商
店
街
振
興
組
合

　
イ
オ
ン
モ
ー
ル
新
小
松
店
、こ
ま

つ
ア
ズ
ス
ク
エ
ア
開
業
後
、初
の
年
末

年
始
を
む
か
え
ま
し
た
が
、夜
の
人

波
は
あ
る
よ
う
に
感
じ
る
。

　
た
だ
一
般
小
売
店
な
ど
は
、売
上

げ
入
店
数
と
も
に
減
っ
て
い
る
。

　
今
後
は
４
月
開
学
の
公
立
小
松
大

学
に
期
待
し
て
い
る
。駅
前
に
多
数

の
学
生
が
来
る
事
に
よ
る
活
気
が
あ

ふ
れ
る
街
に
期
待
し
た
い
。

　
大
型
店
に
人
材
が
流
れ
て
お
り
、

後
継
者
や
人
材
不
足
の
問
題
で
頭
を

悩
ま
せ
て
い
る
。

経
営
者
の
高
齢
化
が
進
む

❹
粟
津
駅
前
商
交
会

　「
商
店
街
」と
し
て
の
景
気
は
昨
今

の
大
型
店
の
進
出
の
影
響
も
あ
り
、

非
常
に
厳
し
い
も
の
に
な
っ
て
い
る
。

当
会
は
い
く
つ
か
の
業
種
が
集
ま
っ

た「
商
店
街
」の
た
め
に
、
季
節
に
よ

り
売
上
の
変
動
が
あ
る
業
種
、
年
間

を
通
し
て
一
定
の
売
上
が
あ
る
業
種
、

雪
の
影
響
で
大
き
な
ダ
メ
ー
ジ
を
受

け
て
い
る
業
種
、
ま
た
、
新
幹
線
特

需
の
恩
恵
を
受
け
て
い
る
業
種
も
あ

る
。

　
他
の
団
体
も
同
様
、
会
員
数
の
減

少
や
経
営
者
の
高
齢
化
が
進
む
こ
と

に
よ
り
商
店
街
と
し
て
の「
活
気
」が

薄
れ
、
温
度
差
が
で
き
て
い
る
。

　「
商
店
街
」と
し
て
こ
の
問
題
に
つ

い
て
対
策
を
講
じ
て
い
き
た
い
。

小
松
の
織
物
技
術
に

さ
ら
に
磨
き
を
か
け
る

❺
小
松
織
物
工
業
協
同
組
合

　
国
内
景
気
は
全
体
と
し
て
好
調
に

推
移
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
が
、
当

地
の
織
物
関
係
の
組
合
員
企
業
で
は

不
景
気
感
が
つ
よ
い
。

　
イ
ン
テ
リ
ア
・
カ
ー
テ
ン
関
係
で

は
需
要
期
に
入
っ
て
一
部
商
品
の

受
注
に
回
復
が
み
ら
れ
る
も
の
の
、

消
費
者
志
向
の
変
化
や
建
物
の
耐

震
強
化
構
造
へ
の
対
応
か
ら
窓
の

縮
小
化
な
ど
に
よ
り
需
要
減
退
低

迷
が
続
い
た
。

　
期
待
さ
れ
た
ア
メ
リ
カ
向
け
衣
料

輸
出
分
野
に
お
い
て
も
限
ら
れ
た
商

品
に
留
ま
り
、
中
東
向
け
は
諸
国
の

世
情
不
安
・
購
買
力
低
下
長
期
化
に

よ
り
悪
影
響
を
受
け
続
け
て
い
る
。

　
原
材
料
で
特
に
生
糸
の
高
騰
、
関

連
資
材
、
流
通
コ
ス
ト
の
高
騰
に
よ

り
採
算
性
は
非
常
に
厳
し
い
状
況
で

減
産
、
生
産
調
整
、
廃
業
に
踏
み
切

る
企
業
も
み
ら
れ
た
。

　
国
内
の
人
口
減
少
、
少
子
化
問
題
、

国
際
競
争
激
化
な
ど
、
当
地
織
物
業

界
に
と
っ
て
不
安
材
料
は
あ
る
が
、

「
良
い
も
の
」は
少
し
高
価
で
も
買
う

消
費
者
は
確
実
に
増
え
て
お
り
、
国

際
繊
維
見
本
市
な
ど
を
と
お
し
て
ジ

ャ
パ
ン
ク
オ
リ
テ
ィ
、
日
本
の
繊
維

製
品
の
評
価
は
高
ま
っ
て
い
る
。

　
小
松
の
織
物
技
術
、
品
質
力
に

さ
ら
に
磨
き
を
か
け
消
費
者
ニ
ー

ズ
を
と
ら
え
た
商
品
を
作
り
、
適

切
な
価
格
転
嫁
が
で
き
る
か
が
カ

ギ
と
な
る
。

高
齢
化
に
よ
る
企
業
減
少
が

大
き
な
課
題

❻
小
松
撚
糸
工
業
協
同
組
合

　
撚
糸
組
合
と
し
て
は
高
齢
化
に
よ

る
企
業
減
少
が
大
き
な
課
題
で
あ
り

産
地
形
成
が
難
し
く
な
っ
て
い
る
。

　
衣
料
品
の
低
価
格
化
に
伴
い
採
算

性
が
厳
し
く
設
備
投
資
が
で
き
な
い
。

　
衣
料
品
の
需
要
減
少
に
よ
り
需
給

バ
ラ
ン
ス
が
取
れ
て
い
な
い
、
衣
料

品
低
価
格
化
に
よ
り
無
撚
糸
化
率
が

上
昇
傾
向
に
あ
る
な
ど
課
題
は
多
い
。

そ
の
た
め
、
事
業
所
数
は
確
実
に
減

少
す
る
と
思
わ
れ
る
。

　
今
後
は
、
品
質
レ
ベ
ル
の
高
い
企

業
、
差
別
化
、
ニ
ッ
チ
、
新
商
品
開

発
等
に
取
り
組
ん
で
い
る
事
業
所
が

個
別
に
業
績
を
伸
ば
し
て
行
く
可
能

性
は
あ
る
。

原
材
料
の
値
上
げ
で

利
益
率
低
下

❼
小
松
絹
耀
織
マ
ー
ク
協
同
組
合

　
日
本
の
経
済
状
況
は
株
価
の
上
昇

な
ど
で
上
向
い
て
い
る
と
言
わ
れ
て

い
る
が
、
我
々
繊
維
業
界
で
は
景
気

回
復
を
実
感
し
て
い
る
人
が
少
な
い

よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
。

　
ま
た
、
運
賃
、
原
料
、
段
ボ
ー
ル

な
ど
の
値
上
げ
が
行
わ
れ
て
い
る
が
、

製
品
の
価
格
に
転
嫁
す
る
こ
と
が
出

来
ず
、
ま
す
ま
す
利
益
率
が
低
下
し

て
い
る
。

　
売
上
に
関
し
て
は
前
年
と
比
べ
る

と
下
半
期
前
半（
7
―
9
月
）は
少
し

悪
く
、
下
半
期
後
半（
10
―
12
月
）は

何
と
か
盛
り
返
し
て
平
年
並
み
と
い

う
状
況
で
あ
る
。
今
後
は
、
個
人
消

費
が
改
善
し
、
繊
維
製
品
の
売
り
上

げ
も
伸
び
る
こ
と
に
期
待
し
た
い
。

　
こ
う
し
た
中
、
ス
マ
ー
ト
ウ
ェ
ア

等
の
導
電
繊
維
を
使
っ
た
技
術
が
実

用
化
に
向
け
た
動
き
が
活
発
化
し
て

い
る
。

　
従
来
の
概
念
に
と
ら
わ
れ
な
い
新

し
い
発
想
で
新
製
品
の
開
発
に
取
り

組
む
企
業
が
増
え
る
で
あ
ろ
う
。

　
ま
た
、
企
業
が
競
争
力
強
化
に
つ

な
げ
る
為
に
も
、
更
に
産
官
学
連
携

が
重
要
に
な
っ
て
い
く
と
思
わ
れ
る
。

鉄
工
業
界
全
体
と
し
て

業
績
は
好
調

❽
小
松
鉄
工
機
器
協
同
組
合

　
当
組
合
の
組
合
員
企
業
の
大
半
が

コ
マ
ツ
に
関
連
し
た
企
業
で
あ
る
。

　
コ
マ
ツ
で
は
国
内
向
け
建
設
機
械

に
関
す
る
排
ガ
ス
規
制
対
応
の
駆
け

込
み
生
産
後
に
お
け
る
大
き
な
反
動

減
が
少
な
く
、
さ
ら
に
国
内
外
の
好

調
な
需
要
に
よ
り
堅
調
な
稼
働
が
続

い
て
い
る
。

　
こ
の
た
め
地
元
関
連
企
業
で
は
、

昨
年
と
比
較
し
て
操
業
度
は
高
い
レ

ベ
ル
に
あ
る
。一
方
で
人
手
不
足
が

問
題
で
あ
り
、
生
産
効
率
を
高
め
る

設
備
投
資
や
外
国
人
技
能
実
習
生
の

制
度
改
正
に
よ
る
対
応
等
が
進
め
ら

れ
て
い
る
。
又
、
建
材
関
係
の
製
造

企
業
で
は
首
都
圏
を
中
心
に
需
要
が

あ
り
堅
調
で
す
が
、
市
場
競
争
が一

段
と
厳
し
く
な
っ
て
い
る
。

　
鉄
工
業
界
全
体
と
し
て
は
、
生
産

量
が
増
加
し
て
お
り
業
績
は
好
調
で

あ
る
。

　
今
後
の
見
通
し
に
つ
い
て
は
、世
界

経
済
に
影
響
を
与
え
る
米
国
や
中
国

の
経
済
動
向
を
注
視
し
て
お
り
、予
断

を
許
さ
な
い
が
、短
期
的
に
は
現
状
の

操
業
度
が
続
く
も
の
と
思
わ
れ
る
。

中
国
市
場
の
回
復
で
建
機

需
要
は
当
面
続
く
見
込
み

❾
小
松
鉄
工
団
地
協
同
組
合

　
建
機
の
需
要
は
資
源
開
発
や
人
口

が
増
加
す
る
北
米
向
け
の
ほ
か
東
南

ア
ジ
ア
や
欧
州
も
好
調
で
増
産
傾
向

が
続
い
て
お
り
、
各
企
業
は
フ
ル
操

業
状
態
で
あ
る
。

　
こ
の
た
め
、
コ
マ
ツ
に
関
係
す
る一

部
の
企
業
が
こ
の
好
機
に
対
応
す
る

た
め
、
生
産
能
力
の
向
上
を
図
り
、

工
場
の
増
設
や
、
設
備
の
拡
充
等
に

着
手
し
て
い
る
。

　
た
だ
、
働
き
改
革
の
推
進
も
求
め

ら
れ
て
い
る
一
方
、
こ
れ
ま
で
に
な

い
人
手
不
足
の
状
況
が
深
刻
に
な
っ

て
い
る
企
業
も
あ
る
。

　
今
後
の
業
界
の
見
通
し
に
つ
い
て

は
、
中
国
の
建
機
市
場
の
回
復
が
本

格
化
し
て
き
て
い
る
な
ど
、
建
機
需

要
は
当
面
続
く
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　
各
企
業
に
あ
っ
て
は
、
受
注
量
に

対
応
す
る
た
め
、
人
員
確
保
を
如
何

に
図
る
か
な
ど
早
急
な
生
産
体
制
の

構
築
が
必
要
と
な
っ
て
い
る
。

　
い
ず
れ
に
し
て
も
、
業
種
を
問
わ

ず
好
調
に
推
移
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
る
が
、一
層
国
内
外
の
経
済
の
動

向
を
注
視
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

北
陸
新
幹
線
延
伸
工
事
で

受
注
増
加
傾
向

10（
一
社
）小
松
能
美
建
設
業
協
会

　
北
陸
新
幹
線
敦
賀
延
伸
工
事
が
着

手
し
て
い
る
折
、第
３
四
半
期
は
官
公

庁
に
お
け
る
発
注
件
数
も
増
え
て
き

て
お
り
、協
会
員
の
受
注
件
数
も
増
加

傾
向
に
あ
り
ま
す
が
、各
会
社
の
受
注

工
事
量
に
は
格
差
が
生
じ
て
い
る
。

　
今
後
、
新
幹
線
工
事
が
本
格
化
し

て
く
る
と
、一
般
工
事
に
お
け
る
型

枠
工
、
鉄
筋
工
、
土
木
技
能
者
及
び

交
通
誘
導
員
の
不
足
が
生
じ
る
と
思

わ
れ
る
。

　
な
お
、
労
務
者
ば
か
り
で
は
な
く
、

資
材
、
ダ
ン
プ
等
の
不
足
及
び
資
材

の
高
騰
に
よ
り
一
般
工
事
に
お
け
る

影
響
が
懸
念
さ
れ
る
。

業
種
別
景
況
報
告（
平
成
29
年
度
下
期
）

鉄
工
業
界
は
堅
調
な
稼
働
が
継
続
中
、

後
継
者
問
題
や
人
材
不
足
が
深
刻
化
し
、

働
き
方
改
革
に
取
り
組
む
必
要
あ
り
。

鉄
工
業
界
は
堅
調
な
稼
働
が
継
続
中
、

後
継
者
問
題
や
人
材
不
足
が
深
刻
化
し
、

働
き
方
改
革
に
取
り
組
む
必
要
あ
り
。

小
規
模
振
興
委
員
連
絡
会

　
小
松
商
工
会
議
所
が
設
け
る
「
小
規
模
企
業
振
興
委
員
」
は
、
会
頭
か
ら
委
嘱
さ
れ
た
１９
名
の
方
々
で
構
成
さ
れ

て
お
り
ま
す
。

　
委
員
は
、
国
の
施
策
の
一
環
と
し
て
行
う
経
営
改
善
普
及
事
業
を
よ
り
一
層
円
滑
に
進
め
る
た
め
、
小
規
模
企
業

者
の
経
営
等
に
関
す
る
悩
み
や
問
題
点
、
情
報
の
提
供
等
繁
栄
の
た
め
の
ご
相
談
を
気
軽
に
受
け
て
、
商
工
会
議
所

中
小
企
業
相
談
所
に
紹
介
し
、
経
営
指
導
員
と
協
力
し
事
業
者
の
悩
み
や
問
題
解
決
に
あ
た
る
、
い
わ
ば
本
所
と
小

規
模
企
業
者
と
の
橋
渡
し
を
行
う
方
々
で
、
市
内
の
各
協
同
組
合
、
商
店
街
の
役
員
等
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
委
員
が
こ
の
１
月
に
ま
と
め
た
小
松
管
内
の
景
況
は
次
の
通
り
で
す
。
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後
継
者
問
題
も
深
刻
で

厳
し
い
状
況
が
続
い
て
い
る

❶
三
日
市
商
店
街
振
興
組
合

　
最
近
の
動
向
は
Ｅ
Ｃ
サ
イ
ト
、Ｓ
Ｎ

Ｓ
の
台
頭
、
昨
年
の
イ
オ
ン
モ
ー
ル

の
出
店
に
よ
り
、
よ
り
厳
し
い
状
況

が
続
い
て
い
る
。

　
後
継
者
問
題
も
深
刻
で
小
売
業
全

般
、
特
に
パ
パ
マ
マ
・
ス
ト
ア
は
更

に
厳
し
さ
を
増
し
て
い
る
。

　
今
後
の
見
通
し
に
つ
い
て
は
、
更

に
厳
し
く
な
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

た
だ
指
を
く
わ
え
る
だ
け
で
は
何
も

生
ま
な
い
の
で
、
ま
ず
は
足
元
か
ら

し
っ
か
り
自
身
の
商
売
に
変
化
を
加

え
て
新
し
い
顧
客
の
創
造
を
し
て
い

き
た
い
。

「
こ
ま
つ
ま
ち
ゼ
ミ
」

開
催
に
期
待

❷
八
日
市
商
店
街
振
興
組
合

　
地
元
の
製
造
業
は
好
景
気
が
継
続

中
と
言
わ
れ
て
い
る
が
、
商
店
街
は

依
然
と
し
て
厳
し
い
状
況
が
続
い
て

い
る
。
ま
た
、
今
年
は
例
年
に
な
い

大
雪
等
の
影
響
で
更
に
客
足
が
遠
の

い
て
い
る
よ
う
に
感
じ
る
。

　
今
後
に
つ
い
て
は
、
個
店
を
磨
き
、

専
門
化
を
更
に
進
め
る
事
が
唯
一
の

生
き
残
り
の
手
段
と
考
え
る
。

　
小
松
商
店
会
連
盟
が
２
月
か
ら
３

月
に
か
け
て
企
画
す
る
商
店
主
ら
が

講
師
と
な
る「
第
１
回
こ
ま
つ
ま
ち
ゼ

ミ
」は
全
33
講
座
が
予
定
さ
れ
て
お

り
、
専
門
店
の
強
み
を
ア
ピ
ー
ル
で

き
る
機
会
と
し
て
大
い
に
期
待
し
て

い
る
。

こ
ま
つ
ア
ズ
ス
ク
エ
ア
開
業
で

駅
前
に
人
波

❸
小
松
中
央
通
り
商
店
街
振
興
組
合

　
イ
オ
ン
モ
ー
ル
新
小
松
店
、こ
ま

つ
ア
ズ
ス
ク
エ
ア
開
業
後
、初
の
年
末

年
始
を
む
か
え
ま
し
た
が
、夜
の
人

波
は
あ
る
よ
う
に
感
じ
る
。

　
た
だ
一
般
小
売
店
な
ど
は
、売
上

げ
入
店
数
と
も
に
減
っ
て
い
る
。

　
今
後
は
４
月
開
学
の
公
立
小
松
大

学
に
期
待
し
て
い
る
。駅
前
に
多
数

の
学
生
が
来
る
事
に
よ
る
活
気
が
あ

ふ
れ
る
街
に
期
待
し
た
い
。

　
大
型
店
に
人
材
が
流
れ
て
お
り
、

後
継
者
や
人
材
不
足
の
問
題
で
頭
を

悩
ま
せ
て
い
る
。

経
営
者
の
高
齢
化
が
進
む

❹
粟
津
駅
前
商
交
会

　「
商
店
街
」と
し
て
の
景
気
は
昨
今

の
大
型
店
の
進
出
の
影
響
も
あ
り
、

非
常
に
厳
し
い
も
の
に
な
っ
て
い
る
。

当
会
は
い
く
つ
か
の
業
種
が
集
ま
っ

た「
商
店
街
」の
た
め
に
、
季
節
に
よ

り
売
上
の
変
動
が
あ
る
業
種
、
年
間

を
通
し
て
一
定
の
売
上
が
あ
る
業
種
、

雪
の
影
響
で
大
き
な
ダ
メ
ー
ジ
を
受

け
て
い
る
業
種
、
ま
た
、
新
幹
線
特

需
の
恩
恵
を
受
け
て
い
る
業
種
も
あ

る
。

　
他
の
団
体
も
同
様
、
会
員
数
の
減

少
や
経
営
者
の
高
齢
化
が
進
む
こ
と

に
よ
り
商
店
街
と
し
て
の「
活
気
」が

薄
れ
、
温
度
差
が
で
き
て
い
る
。

　「
商
店
街
」と
し
て
こ
の
問
題
に
つ

い
て
対
策
を
講
じ
て
い
き
た
い
。

小
松
の
織
物
技
術
に

さ
ら
に
磨
き
を
か
け
る

❺
小
松
織
物
工
業
協
同
組
合

　
国
内
景
気
は
全
体
と
し
て
好
調
に

推
移
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
が
、
当

地
の
織
物
関
係
の
組
合
員
企
業
で
は

不
景
気
感
が
つ
よ
い
。

　
イ
ン
テ
リ
ア
・
カ
ー
テ
ン
関
係
で

は
需
要
期
に
入
っ
て
一
部
商
品
の

受
注
に
回
復
が
み
ら
れ
る
も
の
の
、

消
費
者
志
向
の
変
化
や
建
物
の
耐

震
強
化
構
造
へ
の
対
応
か
ら
窓
の

縮
小
化
な
ど
に
よ
り
需
要
減
退
低

迷
が
続
い
た
。

　
期
待
さ
れ
た
ア
メ
リ
カ
向
け
衣
料

輸
出
分
野
に
お
い
て
も
限
ら
れ
た
商

品
に
留
ま
り
、
中
東
向
け
は
諸
国
の

世
情
不
安
・
購
買
力
低
下
長
期
化
に

よ
り
悪
影
響
を
受
け
続
け
て
い
る
。

　
原
材
料
で
特
に
生
糸
の
高
騰
、
関

連
資
材
、
流
通
コ
ス
ト
の
高
騰
に
よ

り
採
算
性
は
非
常
に
厳
し
い
状
況
で

減
産
、
生
産
調
整
、
廃
業
に
踏
み
切

る
企
業
も
み
ら
れ
た
。

　
国
内
の
人
口
減
少
、
少
子
化
問
題
、

国
際
競
争
激
化
な
ど
、
当
地
織
物
業

界
に
と
っ
て
不
安
材
料
は
あ
る
が
、

「
良
い
も
の
」は
少
し
高
価
で
も
買
う

消
費
者
は
確
実
に
増
え
て
お
り
、
国

際
繊
維
見
本
市
な
ど
を
と
お
し
て
ジ

ャ
パ
ン
ク
オ
リ
テ
ィ
、
日
本
の
繊
維

製
品
の
評
価
は
高
ま
っ
て
い
る
。

　
小
松
の
織
物
技
術
、
品
質
力
に

さ
ら
に
磨
き
を
か
け
消
費
者
ニ
ー

ズ
を
と
ら
え
た
商
品
を
作
り
、
適

切
な
価
格
転
嫁
が
で
き
る
か
が
カ

ギ
と
な
る
。

高
齢
化
に
よ
る
企
業
減
少
が

大
き
な
課
題

❻
小
松
撚
糸
工
業
協
同
組
合

　
撚
糸
組
合
と
し
て
は
高
齢
化
に
よ

る
企
業
減
少
が
大
き
な
課
題
で
あ
り

産
地
形
成
が
難
し
く
な
っ
て
い
る
。

　
衣
料
品
の
低
価
格
化
に
伴
い
採
算

性
が
厳
し
く
設
備
投
資
が
で
き
な
い
。

　
衣
料
品
の
需
要
減
少
に
よ
り
需
給

バ
ラ
ン
ス
が
取
れ
て
い
な
い
、
衣
料

品
低
価
格
化
に
よ
り
無
撚
糸
化
率
が

上
昇
傾
向
に
あ
る
な
ど
課
題
は
多
い
。

そ
の
た
め
、
事
業
所
数
は
確
実
に
減

少
す
る
と
思
わ
れ
る
。

　
今
後
は
、
品
質
レ
ベ
ル
の
高
い
企

業
、
差
別
化
、
ニ
ッ
チ
、
新
商
品
開

発
等
に
取
り
組
ん
で
い
る
事
業
所
が

個
別
に
業
績
を
伸
ば
し
て
行
く
可
能

性
は
あ
る
。

原
材
料
の
値
上
げ
で

利
益
率
低
下

❼
小
松
絹
耀
織
マ
ー
ク
協
同
組
合

　
日
本
の
経
済
状
況
は
株
価
の
上
昇

な
ど
で
上
向
い
て
い
る
と
言
わ
れ
て

い
る
が
、
我
々
繊
維
業
界
で
は
景
気

回
復
を
実
感
し
て
い
る
人
が
少
な
い

よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
。

　
ま
た
、
運
賃
、
原
料
、
段
ボ
ー
ル

な
ど
の
値
上
げ
が
行
わ
れ
て
い
る
が
、

製
品
の
価
格
に
転
嫁
す
る
こ
と
が
出

来
ず
、
ま
す
ま
す
利
益
率
が
低
下
し

て
い
る
。

　
売
上
に
関
し
て
は
前
年
と
比
べ
る

と
下
半
期
前
半（
7
―
9
月
）は
少
し

悪
く
、
下
半
期
後
半（
10
―
12
月
）は

何
と
か
盛
り
返
し
て
平
年
並
み
と
い

う
状
況
で
あ
る
。
今
後
は
、
個
人
消

費
が
改
善
し
、
繊
維
製
品
の
売
り
上

げ
も
伸
び
る
こ
と
に
期
待
し
た
い
。

　
こ
う
し
た
中
、
ス
マ
ー
ト
ウ
ェ
ア

等
の
導
電
繊
維
を
使
っ
た
技
術
が
実

用
化
に
向
け
た
動
き
が
活
発
化
し
て

い
る
。

　
従
来
の
概
念
に
と
ら
わ
れ
な
い
新

し
い
発
想
で
新
製
品
の
開
発
に
取
り

組
む
企
業
が
増
え
る
で
あ
ろ
う
。

　
ま
た
、
企
業
が
競
争
力
強
化
に
つ

な
げ
る
為
に
も
、
更
に
産
官
学
連
携

が
重
要
に
な
っ
て
い
く
と
思
わ
れ
る
。

鉄
工
業
界
全
体
と
し
て

業
績
は
好
調

❽
小
松
鉄
工
機
器
協
同
組
合

　
当
組
合
の
組
合
員
企
業
の
大
半
が

コ
マ
ツ
に
関
連
し
た
企
業
で
あ
る
。

　
コ
マ
ツ
で
は
国
内
向
け
建
設
機
械

に
関
す
る
排
ガ
ス
規
制
対
応
の
駆
け

込
み
生
産
後
に
お
け
る
大
き
な
反
動

減
が
少
な
く
、
さ
ら
に
国
内
外
の
好

調
な
需
要
に
よ
り
堅
調
な
稼
働
が
続

い
て
い
る
。

　
こ
の
た
め
地
元
関
連
企
業
で
は
、

昨
年
と
比
較
し
て
操
業
度
は
高
い
レ

ベ
ル
に
あ
る
。一
方
で
人
手
不
足
が

問
題
で
あ
り
、
生
産
効
率
を
高
め
る

設
備
投
資
や
外
国
人
技
能
実
習
生
の

制
度
改
正
に
よ
る
対
応
等
が
進
め
ら

れ
て
い
る
。
又
、
建
材
関
係
の
製
造

企
業
で
は
首
都
圏
を
中
心
に
需
要
が

あ
り
堅
調
で
す
が
、
市
場
競
争
が一

段
と
厳
し
く
な
っ
て
い
る
。

　
鉄
工
業
界
全
体
と
し
て
は
、
生
産

量
が
増
加
し
て
お
り
業
績
は
好
調
で

あ
る
。

　
今
後
の
見
通
し
に
つ
い
て
は
、世
界

経
済
に
影
響
を
与
え
る
米
国
や
中
国

の
経
済
動
向
を
注
視
し
て
お
り
、予
断

を
許
さ
な
い
が
、短
期
的
に
は
現
状
の

操
業
度
が
続
く
も
の
と
思
わ
れ
る
。

中
国
市
場
の
回
復
で
建
機

需
要
は
当
面
続
く
見
込
み

❾
小
松
鉄
工
団
地
協
同
組
合

　
建
機
の
需
要
は
資
源
開
発
や
人
口

が
増
加
す
る
北
米
向
け
の
ほ
か
東
南

ア
ジ
ア
や
欧
州
も
好
調
で
増
産
傾
向

が
続
い
て
お
り
、
各
企
業
は
フ
ル
操

業
状
態
で
あ
る
。

　
こ
の
た
め
、
コ
マ
ツ
に
関
係
す
る一

部
の
企
業
が
こ
の
好
機
に
対
応
す
る

た
め
、
生
産
能
力
の
向
上
を
図
り
、

工
場
の
増
設
や
、
設
備
の
拡
充
等
に

着
手
し
て
い
る
。

　
た
だ
、
働
き
改
革
の
推
進
も
求
め

ら
れ
て
い
る
一
方
、
こ
れ
ま
で
に
な

い
人
手
不
足
の
状
況
が
深
刻
に
な
っ

て
い
る
企
業
も
あ
る
。

　
今
後
の
業
界
の
見
通
し
に
つ
い
て

は
、
中
国
の
建
機
市
場
の
回
復
が
本

格
化
し
て
き
て
い
る
な
ど
、
建
機
需

要
は
当
面
続
く
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　
各
企
業
に
あ
っ
て
は
、
受
注
量
に

対
応
す
る
た
め
、
人
員
確
保
を
如
何

に
図
る
か
な
ど
早
急
な
生
産
体
制
の

構
築
が
必
要
と
な
っ
て
い
る
。

　
い
ず
れ
に
し
て
も
、
業
種
を
問
わ

ず
好
調
に
推
移
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
る
が
、一
層
国
内
外
の
経
済
の
動

向
を
注
視
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

北
陸
新
幹
線
延
伸
工
事
で

受
注
増
加
傾
向

10（
一
社
）小
松
能
美
建
設
業
協
会

　
北
陸
新
幹
線
敦
賀
延
伸
工
事
が
着

手
し
て
い
る
折
、第
３
四
半
期
は
官
公

庁
に
お
け
る
発
注
件
数
も
増
え
て
き

て
お
り
、協
会
員
の
受
注
件
数
も
増
加

傾
向
に
あ
り
ま
す
が
、各
会
社
の
受
注

工
事
量
に
は
格
差
が
生
じ
て
い
る
。

　
今
後
、
新
幹
線
工
事
が
本
格
化
し

て
く
る
と
、一
般
工
事
に
お
け
る
型

枠
工
、
鉄
筋
工
、
土
木
技
能
者
及
び

交
通
誘
導
員
の
不
足
が
生
じ
る
と
思

わ
れ
る
。

　
な
お
、
労
務
者
ば
か
り
で
は
な
く
、

資
材
、
ダ
ン
プ
等
の
不
足
及
び
資
材

の
高
騰
に
よ
り
一
般
工
事
に
お
け
る

影
響
が
懸
念
さ
れ
る
。

業
種
別
景
況
報
告（
平
成
29
年
度
下
期
）

鉄
工
業
界
は
堅
調
な
稼
働
が
継
続
中
、

後
継
者
問
題
や
人
材
不
足
が
深
刻
化
し
、

働
き
方
改
革
に
取
り
組
む
必
要
あ
り
。

鉄
工
業
界
は
堅
調
な
稼
働
が
継
続
中
、

後
継
者
問
題
や
人
材
不
足
が
深
刻
化
し
、

働
き
方
改
革
に
取
り
組
む
必
要
あ
り
。

小
規
模
振
興
委
員
連
絡
会

　
小
松
商
工
会
議
所
が
設
け
る
「
小
規
模
企
業
振
興
委
員
」
は
、
会
頭
か
ら
委
嘱
さ
れ
た
１９
名
の
方
々
で
構
成
さ
れ

て
お
り
ま
す
。

　
委
員
は
、
国
の
施
策
の
一
環
と
し
て
行
う
経
営
改
善
普
及
事
業
を
よ
り
一
層
円
滑
に
進
め
る
た
め
、
小
規
模
企
業

者
の
経
営
等
に
関
す
る
悩
み
や
問
題
点
、
情
報
の
提
供
等
繁
栄
の
た
め
の
ご
相
談
を
気
軽
に
受
け
て
、
商
工
会
議
所

中
小
企
業
相
談
所
に
紹
介
し
、
経
営
指
導
員
と
協
力
し
事
業
者
の
悩
み
や
問
題
解
決
に
あ
た
る
、
い
わ
ば
本
所
と
小

規
模
企
業
者
と
の
橋
渡
し
を
行
う
方
々
で
、
市
内
の
各
協
同
組
合
、
商
店
街
の
役
員
等
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
委
員
が
こ
の
１
月
に
ま
と
め
た
小
松
管
内
の
景
況
は
次
の
通
り
で
す
。

4



業種別景況報告（平成29年度下期）

目的や条件に合わせて国・県・
市の低利な制度融資や日本
政策金融公庫のマル経融資
（無担保・無保証人）などの斡
旋・認定を行っております。

無料法律相談
──────────
日時 毎週木曜日
 13:30～15:30
概要 おひとり30分間の

相談となります。

インターンシップ未来創造事業
市内の企業に大学生が訪問し、
現場見学や就業体験をして頂きます。

────────────────────
対象 石川県内の４年生大学に通学する大学

生のうち、就職活動前の１～3年生
目的 就職活動前の大学生と第一線で働く社

員の方との交流の中で、将来の就職先
としての企業や地域の魅力を知ってもら
う機会とします。（H30年2/20、2/22 ６
社実施）

7 6小松商工会議所［2018.3］

職
人
の
後
継
者
育
成
が
急
務

11
石
川
県
九
谷
窯
元
工
業
協
同
組
合

　
売
上
の
減
少
は
、
底
を
打
っ
て
下

げ
止
ま
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、

最
近
の
傾
向
で
は
、
注
文
に
応
じ
ら

れ
な
く
て
や
む
な
く
断
る
事
が
多
く

な
っ
て
い
る
。
納
期
面
や
量
的
な
対

応
の
両
方
の
ケ
ー
ス
が
多
い
よ
う
で

あ
る
。

　
多
品
種
少
量
の
生
産
体
制
に
な
り
、

以
前
よ
り
納
期
が
か
か
る
よ
う
に
な

っ
て
お
り
、
職
人
の
高
齢
化
も
進
み
、

生
産
力
が
減
少
し
て
い
る
よ
う
だ
。

た
だ
、一
部
の
企
業
で
は
相
当
忙
し

い
と
こ
ろ
も
で
て
き
て
い
る
。

　
今
後
に
つ
い
て
は
、
特
に
職
人
の

後
継
者
を
育
て
る
こ
と
が
急
務
と
な

っ
て
い
る
。
絵
付
け
、
ロ
ク
ロ
、
外

注
の
鋳
込
み
屋
と
い
う
職
人
が
確
保

で
き
な
い
と
生
産
が
追
い
つ
か
な
く

な
り
、
売
上
増
加
に
向
け
て一
番
の

問
題
と
な
っ
て
く
る
。

天
候
の
影
響
で

青
果
物
が
高
騰

12
南
加
賀
青
果
食
品
商
業
協
同
組
合

　
昨
年
11
月
12
月
の
野
菜
の
単
価
高

で
売
上
は
維
持
し
て
い
る
が
、
原
価

高
の
た
め
利
益
率
が
悪
い
。

今
年
1
月
に
入
っ
て
も
、
雪
の
影
響

も
あ
り
青
果
物
が
高
騰
し
て
い
る
。

　
ま
た
大
型
店
の
進
出
、
ド
ラ
ッ
グ

ス
ト
ア
ー
、
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
な
ど

が
、
青
果
物
販
売
を
開
始
し
競
争
激

化
が
予
想
さ
れ
る
。

　
青
果
小
売
業
は
青
果
物
の
取
扱
う

専
門
的
な
ス
キ
ル
を
活
か
し
、
安
定

的
な
経
営
を
確
保
す
る
為
に
も
、
学

校
給
食
、
外
食
産
業
、
病
院
、
老

人
ホ
ー
ム
な
ど
の
事
業
者
に
対
し
て
、

顧
客
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
納
入
業
務

へ
と
業
態
を
シ
フ
ト
化
し
て
行
く
必

要
が
あ
る
。

需
要
が
あ
る
が

慢
性
的
な
ト
ラ
ッ
ク
不
足

13
加
南
ト
ラ
ッ
ク
事
業
協
同
組
合

　
昨
年
11
月
末
の
Ｏ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
総
会
に

て
２
０
１
８
年
末
ま
で
の
原
油
減
産

合
意
延
長
が
決
定
し
、
更
に
原
油
価

格
が
上
昇
し
て
い
る
。

　
北
陸
新
幹
線
延
伸
工
事
、
東
京
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
等
の
需
要
が
あ
る
中
、

ド
ラ
イ
バ
ー
の
高
齢
化
・
人
材
不
足

に
よ
る
ト
ラ
ッ
ク
不
足
を
解
消
す
る

た
め
、
若
手
ド
ラ
イ
バ
ー
の
採
用
に

力
を
い
れ
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ

る
が
、
免
許
制
度
の
変
更
や
初
任
運

転
手
へ
の
指
導
強
化
へ
の
対
策
や
、

排
ガ
ス
規
制
強
化
に
よ
る
車
両
価
格

の
上
昇
な
ど
、
事
業
者
の
負
担
が
大

き
く
大
手
路
線
運
送
業
者
を
中
心
に

値
上
げ
が
進
ん
で
い
る
。

　
国
土
交
通
省
標
準
貨
物
自
動
車

運
送
約
款
改
正
で
、
運
賃
以
外
の
待

ち
時
間
な
ど
の
付
帯
業
務
に
関
す
る

料
金
が
明
確
化
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ

た
。

　
ま
た
、
客
先
で
の
待
機
時
間
が
長

い
事
も
問
題
と
な
っ
て
お
り
、
国
土

交
通
省
の
物
流
環
境
が
悪
い
荷
主
を

公
表
す
る
荷
主
通
報
制
度
も
含
め

て
、
荷
主
の
対
応
も
問
わ
れ
て
い
る
。

　
料
金
や
荷
積
み
・
荷
下
ろ
し
等
の

作
業
環
境
次
第
で
は
、
運
送
業
者
か

ら
荷
主
が
選
別
さ
れ
る
時
代
に
な
っ

て
き
て
い
る
。

若
手
の
育
成
や
施
工
体
制
の

見
直
し
で
改
善
を
図
る

14
石
川
県
電
気
工
事
工
業
組
合
加
南
本
部

　
北
陸
新
幹
線
敦
賀
延
伸
関
連
工
事

に
伴
う
イ
ン
フ
ラ
整
備
や
住
宅
移
転

工
事
等
は
継
続
的
に
発
生
し
て
お

り
、
受
注
量
は
十
分
で
あ
る
。
組
合

員
各
社
受
注
工
事
の
施
工
者
相
互
応

援
も
対
応
は
困
難
な
状
況
で
あ
る
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
地
元
の
工
事
で

あ
っ
て
も
大
手
ゼ
ネ
コ
ン
や
地
域
外

業
者
か
ら
の
孫
請
け
で
は
材
料
支
給

に
よ
る
利
潤
減
少
に
加
え
て
労
務
単

価
も
安
く
利
益
は
薄
い
。

　
北
陸
新
幹
線
関
連
工
事
や
官
公
庁

に
限
ら
ず
民
間
の
設
備
投
資
に
関
す

る
工
事
は
今
後
も
継
続
・
増
加
傾
向

で
あ
り
、
市
況
の
活
発
化
は
当
面
継

続
す
る
と
考
察
す
る
。

　
し
か
し
な
が
ら
、電
気
工
事
業
業
界

と
し
て
の
慢
性
的
な
電
気
工
事
作
業

員
不
足
の
解
消
を
図
る
こ
と
が
急
務

で
あ
り
、作
業
員
の
高
齢
化
対
策・若
手

の
育
成
や
施
工
体
制
の
見
直
し
な
ど
に

も
精
力
的
に
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
。

全
体
的
に
受
注
は

減
少
傾
向

15
小
松
管
工
事
協
同
組
合

　
技
術
者
不
足
で
将
来
に
不
安
を
感

じ
る
と
と
も
に
、
工
事
受
注
が
で
き

な
い
と
の
声
も
多
く
あ
っ
た
。
全
体

的
に
工
事
の
受
注
が
減
少
傾
向
で
あ

り
、
今
後
も
先
行
き
不
透
明
な
状
況

で
あ
る
が
、
今
年
は
景
気
が
良
く
な

る
、
拡
大
す
る
と
い
っ
た
明
る
い
情

報
も
あ
り
期
待
感
を
持
っ
て
い
る
。

　
今
後
は
業
界
全
体
で
、
担
い
手
確

保
の
た
め
、
魅
力
あ
る
業
界
と
し
て

の
Ｐ
Ｒ
と
賃
金
水
準
の
向
上
や
週
休

２
日
制
な
ど
労
働
環
境
の
整
備
や
働

き
方
改
革
の
も
と
生
産
性
向
上
に
取

り
組
ん
で
い
く
必
要
が
あ
る
。

後
継
者
不
足
問
題
が
深
刻
化

16
小
松
魚
商
協
同
組
合

　
慢
性
的
な
人
材
不
足
に
よ
り
、
特

に
年
末
年
始
を
中
心
に
販
売
店
な
ど

か
な
り
厳
し
い
環
境
に
あ
っ
た
。

　
流
通
分
野
で
天
候
不
良
に
よ
り
、

漁
獲
高
の
落
ち
込
み
が
直
接
売
上
高

に
影
響
を
及
ぼ
し
た
感
も
あ
る
。

今
後
の
業
界
の
見
通
し
に
つ
い
て
は
、

後
継
者
問
題
が
深
刻
化
し
て
き
て
お

り
、
今
後
も
廃
業
を
余
儀
な
く
さ
れ

る
可
能
性
は
否
め
な
い
。

　
人
材
確
保
が
最
大
の
課
題
で
あ

り
、
今
後
は
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
そ
の

も
の
を
、
再
検
討
す
る
必
要
が
あ
る

と
考
え
ら
れ
る
。

開
湯
１
３
０
０
年
の

イ
ベ
ン
ト
を
企
画

17
粟
津
温
泉
旅
館
協
同
組
合

　
昨
年
の
夏
に
休
館
旅
館
が
出
る
な

ど
、後
半
に
か
け
浴
客
数
の
減
少
が

続
い
て
い
る
。年
末
年
始
は
前
年
並

み
と
な
っ
た
。人
手
不
足
は
依
然
と

し
て
続
い
て
い
る
。

　
今
年
は
、開
湯
１
３
０
０
年
に
あ
た

り
月
ご
と
に
イ
ベ
ン
ト
を
行
い
、各
旅

館
に
お
い
て
も
多
彩
な
プ
ラ
ン
を
計

画
し
て
お
り
期
待
で
き
る
。

　
ま
た
、テ
レ
ビ・雑
誌
等
が
粟
津
温

泉
を
取
り
上
げ
て
く
れ
て
お
り
効
果

に
期
待
し
て
い
る
。

和
室
の
減
少
で
需
要
が
減
少

18
小
松
建
具
組
合

　
建
具
職
人
の
高
齢
化
、
減
少
で
依

然
と
し
て
人
材
不
足
で
あ
り
、
そ
れ

と
同
時
に
住
宅
の
形
態
も
変
化
し
て

お
り
、
建
具
も
既
製
品
の
需
要
ば
か

り
で
我
々
、
職
人
の
製
作
数
が
減
少

し
て
き
て
い
る
現
状
で
あ
る
。

　
住
宅
の
リ
フ
ォ
ー
ム
で
し
か
活
躍

で
き
な
い
面
が
多
く
、
新
築
の
住
宅

は
ほ
ぼ
既
製
品
で
ま
か
な
え
る
時
代

で
あ
り
、
な
お
か
つ
和
室
の
減
少
で

襖
、障
子
な
ど
の
昔
か
ら
の
建
具
は
、

製
作
す
る
こ
と
が
少
な
く
な
っ
て
い

る
。
ま
た
、
そ
れ
に
加
え
て
、
木
材
、

建
材
、
金
物
な
ど
材
料
費
の
価
格
の

値
上
げ
で
年
々
厳
し
さ
が
増
し
、
先

行
き
不
透
明
な
状
態
で
あ
る
。

働
き
方
改
革
で
人
材
確
保

19
小
松
能
美
建
築
組
合
連
合
会

　
最
近
の
若
い
世
代
で
大
工
に
な
り

た
い
と
い
う
人
が
減
っ
て
い
る
理
由

と
し
て
、
仕
事
が
き
つ
い
、
危
険
を

伴
う
な
ど
マ
イ
ナ
ス
の
イ
メ
ー
ジ
が

定
着
し
て
お
り
、
そ
れ
以
外
に
も
労

働
に
対
し
て
賃
金
が
低
い
こ
と
な
ど

も
理
由
の
ひ
と
つ
と
思
わ
れ
る
。

　
建
築
の
仕
事
を
す
る
に
は
専
門
的

な
知
識
や
技
術
が
求
め
ら
れ
、
専
門

性
の
高
い
ベ
テ
ラ
ン
が
長
く
活
躍
し

て
い
る
。

　
大
工
の
人
手
不
足
の
中
、
残
業
を

う
ま
く
調
整
し
、
無
理
な
仕
事
を
さ

せ
な
い
な
ど
働
き
方
の
改
革
を
経
営

者
が
努
力
す
る
必
要
が
あ
る
。

企業、お店の経営に関する課題解決を商工会議所がサポートします！
～各分野の専門家（アドバイザー）と指導員がお困りごとをお聞きします～

石川県よろず支援拠点
小松サテライト

日時 随時受付
概要 経営に関わる諸問題を

コーディネータにサポー
トしていただけます。

企業ドック制度
─────────────
日時 随時受付
概要 将来に向けた的確な経

営戦略を立案しようとす
る中小企業を支援する
ため、外部専門家を無
料で（３回/年）御社へ派
遣します。

経営安定特別相談事業
──────────────────────────
日時 随時受付
概要 中小企業の倒産を防止するため、商工調停士等の専門

家が適切なアドバイスを行い、再建を図ります。

小松商工会議所支援事業
──────────────────────────
◆空店舗出店者補助事業　
小松商店会連盟加盟商店街に新たに出店する事業所へ補助
◆６次産業チャレンジ支援事業
６次産業化の活性化を図る商品を開発した事業所へ補助
◆新商品・新技術開発支援助成事業
新商品開発等を行った事業所へ補助
◆利子補給制度
1年間の借入利子の10％を補給
◆創業支援事業
創業塾の開催など開業に向けての支援

◆小松商工会議所が事業承継問題をサポート
します。（ご相談は無料・秘密厳守）

「何から始めたらいいのか？」とお悩みの事業主様
────────────────────────────
■人（経営）
後継者の育成には５年から10年ほどかかることもあります。代
表者の方と後継者の方との対話が大切です。

■資産（株式）
株式や事業用資産（設備・不動産）、許認可など経営者の個人資
産と会社の関係の整理が必要です。

■知的財産
経営者の信用や取引先との人脈、従業員の技術・ノウハウな
ど経営者と従業員の信頼関係も知的財産のひとつです。

◆自社内だけでは、どのようにしたらよいのかお悩みの事業所
様ぜひ小松商工会議所の事業承継サポートセンターへご相談
下さい。専門家も交えて企業の悩み事など解決のお手伝いを
致します。（小松商工会議所　経営支援課）

　その他、各種補助金、助成金に関するご案内、記帳・税務
相談や各種セミナー開催など、様々な会員向けサービスを
ご提供しております。

2/15 小松商工会議所に開設
事業承継サポートセンター
日時 随時受付
概要 事業承継などに関する

各種ご相談に応じます。

経営に対する
専門的な知識が欲しい
●経営管理全般
●店舗管理
●人事労務など
●事業を誰かに任せたい

企業を再生したい！

●借入過多
●返済遅滞
●販売、受注不振など
●条件変更中だが…

人材不足・後継者不足

●人材確保について
●後継者がいない
●承継問題について 

経営に関する法律問題を
弁護士に相談したい
●法律一般
●廃業・精算など

金 融 支 援

●借換や資金繰り
●無担保・無保証
●大型店出店対策資金
●経営安定支援融資

問い合わせ
小松商工会議所
経営支援課
☎0761-21-3121



業種別景況報告（平成29年度下期）

目的や条件に合わせて国・県・
市の低利な制度融資や日本
政策金融公庫のマル経融資
（無担保・無保証人）などの斡
旋・認定を行っております。

無料法律相談
──────────
日時 毎週木曜日
 13:30～15:30
概要 おひとり30分間の

相談となります。

インターンシップ未来創造事業
市内の企業に大学生が訪問し、
現場見学や就業体験をして頂きます。

────────────────────
対象 石川県内の４年生大学に通学する大学

生のうち、就職活動前の１～3年生
目的 就職活動前の大学生と第一線で働く社

員の方との交流の中で、将来の就職先
としての企業や地域の魅力を知ってもら
う機会とします。（H30年2/20、2/22 ６
社実施）
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職
人
の
後
継
者
育
成
が
急
務

11
石
川
県
九
谷
窯
元
工
業
協
同
組
合

　
売
上
の
減
少
は
、
底
を
打
っ
て
下

げ
止
ま
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、

最
近
の
傾
向
で
は
、
注
文
に
応
じ
ら

れ
な
く
て
や
む
な
く
断
る
事
が
多
く

な
っ
て
い
る
。
納
期
面
や
量
的
な
対

応
の
両
方
の
ケ
ー
ス
が
多
い
よ
う
で

あ
る
。

　
多
品
種
少
量
の
生
産
体
制
に
な
り
、

以
前
よ
り
納
期
が
か
か
る
よ
う
に
な

っ
て
お
り
、
職
人
の
高
齢
化
も
進
み
、

生
産
力
が
減
少
し
て
い
る
よ
う
だ
。

た
だ
、一
部
の
企
業
で
は
相
当
忙
し

い
と
こ
ろ
も
で
て
き
て
い
る
。

　
今
後
に
つ
い
て
は
、
特
に
職
人
の

後
継
者
を
育
て
る
こ
と
が
急
務
と
な

っ
て
い
る
。
絵
付
け
、
ロ
ク
ロ
、
外

注
の
鋳
込
み
屋
と
い
う
職
人
が
確
保

で
き
な
い
と
生
産
が
追
い
つ
か
な
く

な
り
、
売
上
増
加
に
向
け
て一
番
の

問
題
と
な
っ
て
く
る
。

天
候
の
影
響
で

青
果
物
が
高
騰

12
南
加
賀
青
果
食
品
商
業
協
同
組
合

　
昨
年
11
月
12
月
の
野
菜
の
単
価
高

で
売
上
は
維
持
し
て
い
る
が
、
原
価

高
の
た
め
利
益
率
が
悪
い
。

今
年
1
月
に
入
っ
て
も
、
雪
の
影
響

も
あ
り
青
果
物
が
高
騰
し
て
い
る
。

　
ま
た
大
型
店
の
進
出
、
ド
ラ
ッ
グ

ス
ト
ア
ー
、
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
な
ど

が
、
青
果
物
販
売
を
開
始
し
競
争
激

化
が
予
想
さ
れ
る
。

　
青
果
小
売
業
は
青
果
物
の
取
扱
う

専
門
的
な
ス
キ
ル
を
活
か
し
、
安
定

的
な
経
営
を
確
保
す
る
為
に
も
、
学

校
給
食
、
外
食
産
業
、
病
院
、
老

人
ホ
ー
ム
な
ど
の
事
業
者
に
対
し
て
、

顧
客
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
納
入
業
務

へ
と
業
態
を
シ
フ
ト
化
し
て
行
く
必

要
が
あ
る
。

需
要
が
あ
る
が

慢
性
的
な
ト
ラ
ッ
ク
不
足

13
加
南
ト
ラ
ッ
ク
事
業
協
同
組
合

　
昨
年
11
月
末
の
Ｏ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
総
会
に

て
２
０
１
８
年
末
ま
で
の
原
油
減
産

合
意
延
長
が
決
定
し
、
更
に
原
油
価

格
が
上
昇
し
て
い
る
。

　
北
陸
新
幹
線
延
伸
工
事
、
東
京
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
等
の
需
要
が
あ
る
中
、

ド
ラ
イ
バ
ー
の
高
齢
化
・
人
材
不
足

に
よ
る
ト
ラ
ッ
ク
不
足
を
解
消
す
る

た
め
、
若
手
ド
ラ
イ
バ
ー
の
採
用
に

力
を
い
れ
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ

る
が
、
免
許
制
度
の
変
更
や
初
任
運

転
手
へ
の
指
導
強
化
へ
の
対
策
や
、

排
ガ
ス
規
制
強
化
に
よ
る
車
両
価
格

の
上
昇
な
ど
、
事
業
者
の
負
担
が
大

き
く
大
手
路
線
運
送
業
者
を
中
心
に

値
上
げ
が
進
ん
で
い
る
。

　
国
土
交
通
省
標
準
貨
物
自
動
車

運
送
約
款
改
正
で
、
運
賃
以
外
の
待

ち
時
間
な
ど
の
付
帯
業
務
に
関
す
る

料
金
が
明
確
化
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ

た
。

　
ま
た
、
客
先
で
の
待
機
時
間
が
長

い
事
も
問
題
と
な
っ
て
お
り
、
国
土

交
通
省
の
物
流
環
境
が
悪
い
荷
主
を

公
表
す
る
荷
主
通
報
制
度
も
含
め

て
、
荷
主
の
対
応
も
問
わ
れ
て
い
る
。

　
料
金
や
荷
積
み
・
荷
下
ろ
し
等
の

作
業
環
境
次
第
で
は
、
運
送
業
者
か

ら
荷
主
が
選
別
さ
れ
る
時
代
に
な
っ

て
き
て
い
る
。

若
手
の
育
成
や
施
工
体
制
の

見
直
し
で
改
善
を
図
る

14
石
川
県
電
気
工
事
工
業
組
合
加
南
本
部

　
北
陸
新
幹
線
敦
賀
延
伸
関
連
工
事

に
伴
う
イ
ン
フ
ラ
整
備
や
住
宅
移
転

工
事
等
は
継
続
的
に
発
生
し
て
お

り
、
受
注
量
は
十
分
で
あ
る
。
組
合

員
各
社
受
注
工
事
の
施
工
者
相
互
応

援
も
対
応
は
困
難
な
状
況
で
あ
る
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
地
元
の
工
事
で

あ
っ
て
も
大
手
ゼ
ネ
コ
ン
や
地
域
外

業
者
か
ら
の
孫
請
け
で
は
材
料
支
給

に
よ
る
利
潤
減
少
に
加
え
て
労
務
単

価
も
安
く
利
益
は
薄
い
。

　
北
陸
新
幹
線
関
連
工
事
や
官
公
庁

に
限
ら
ず
民
間
の
設
備
投
資
に
関
す

る
工
事
は
今
後
も
継
続
・
増
加
傾
向

で
あ
り
、
市
況
の
活
発
化
は
当
面
継

続
す
る
と
考
察
す
る
。

　
し
か
し
な
が
ら
、電
気
工
事
業
業
界

と
し
て
の
慢
性
的
な
電
気
工
事
作
業

員
不
足
の
解
消
を
図
る
こ
と
が
急
務

で
あ
り
、作
業
員
の
高
齢
化
対
策・若
手

の
育
成
や
施
工
体
制
の
見
直
し
な
ど
に

も
精
力
的
に
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
。

全
体
的
に
受
注
は

減
少
傾
向

15
小
松
管
工
事
協
同
組
合

　
技
術
者
不
足
で
将
来
に
不
安
を
感

じ
る
と
と
も
に
、
工
事
受
注
が
で
き

な
い
と
の
声
も
多
く
あ
っ
た
。
全
体

的
に
工
事
の
受
注
が
減
少
傾
向
で
あ

り
、
今
後
も
先
行
き
不
透
明
な
状
況

で
あ
る
が
、
今
年
は
景
気
が
良
く
な

る
、
拡
大
す
る
と
い
っ
た
明
る
い
情

報
も
あ
り
期
待
感
を
持
っ
て
い
る
。

　
今
後
は
業
界
全
体
で
、
担
い
手
確

保
の
た
め
、
魅
力
あ
る
業
界
と
し
て

の
Ｐ
Ｒ
と
賃
金
水
準
の
向
上
や
週
休

２
日
制
な
ど
労
働
環
境
の
整
備
や
働

き
方
改
革
の
も
と
生
産
性
向
上
に
取

り
組
ん
で
い
く
必
要
が
あ
る
。

後
継
者
不
足
問
題
が
深
刻
化

16
小
松
魚
商
協
同
組
合

　
慢
性
的
な
人
材
不
足
に
よ
り
、
特

に
年
末
年
始
を
中
心
に
販
売
店
な
ど

か
な
り
厳
し
い
環
境
に
あ
っ
た
。

　
流
通
分
野
で
天
候
不
良
に
よ
り
、

漁
獲
高
の
落
ち
込
み
が
直
接
売
上
高

に
影
響
を
及
ぼ
し
た
感
も
あ
る
。

今
後
の
業
界
の
見
通
し
に
つ
い
て
は
、

後
継
者
問
題
が
深
刻
化
し
て
き
て
お

り
、
今
後
も
廃
業
を
余
儀
な
く
さ
れ

る
可
能
性
は
否
め
な
い
。

　
人
材
確
保
が
最
大
の
課
題
で
あ

り
、
今
後
は
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
そ
の

も
の
を
、
再
検
討
す
る
必
要
が
あ
る

と
考
え
ら
れ
る
。

開
湯
１
３
０
０
年
の

イ
ベ
ン
ト
を
企
画

17
粟
津
温
泉
旅
館
協
同
組
合

　
昨
年
の
夏
に
休
館
旅
館
が
出
る
な

ど
、後
半
に
か
け
浴
客
数
の
減
少
が

続
い
て
い
る
。年
末
年
始
は
前
年
並

み
と
な
っ
た
。人
手
不
足
は
依
然
と

し
て
続
い
て
い
る
。

　
今
年
は
、開
湯
１
３
０
０
年
に
あ
た

り
月
ご
と
に
イ
ベ
ン
ト
を
行
い
、各
旅

館
に
お
い
て
も
多
彩
な
プ
ラ
ン
を
計

画
し
て
お
り
期
待
で
き
る
。

　
ま
た
、テ
レ
ビ・雑
誌
等
が
粟
津
温

泉
を
取
り
上
げ
て
く
れ
て
お
り
効
果

に
期
待
し
て
い
る
。

和
室
の
減
少
で
需
要
が
減
少

18
小
松
建
具
組
合

　
建
具
職
人
の
高
齢
化
、
減
少
で
依

然
と
し
て
人
材
不
足
で
あ
り
、
そ
れ

と
同
時
に
住
宅
の
形
態
も
変
化
し
て

お
り
、
建
具
も
既
製
品
の
需
要
ば
か

り
で
我
々
、
職
人
の
製
作
数
が
減
少

し
て
き
て
い
る
現
状
で
あ
る
。

　
住
宅
の
リ
フ
ォ
ー
ム
で
し
か
活
躍

で
き
な
い
面
が
多
く
、
新
築
の
住
宅

は
ほ
ぼ
既
製
品
で
ま
か
な
え
る
時
代

で
あ
り
、
な
お
か
つ
和
室
の
減
少
で

襖
、障
子
な
ど
の
昔
か
ら
の
建
具
は
、

製
作
す
る
こ
と
が
少
な
く
な
っ
て
い

る
。
ま
た
、
そ
れ
に
加
え
て
、
木
材
、

建
材
、
金
物
な
ど
材
料
費
の
価
格
の

値
上
げ
で
年
々
厳
し
さ
が
増
し
、
先

行
き
不
透
明
な
状
態
で
あ
る
。

働
き
方
改
革
で
人
材
確
保

19
小
松
能
美
建
築
組
合
連
合
会

　
最
近
の
若
い
世
代
で
大
工
に
な
り

た
い
と
い
う
人
が
減
っ
て
い
る
理
由

と
し
て
、
仕
事
が
き
つ
い
、
危
険
を

伴
う
な
ど
マ
イ
ナ
ス
の
イ
メ
ー
ジ
が

定
着
し
て
お
り
、
そ
れ
以
外
に
も
労

働
に
対
し
て
賃
金
が
低
い
こ
と
な
ど

も
理
由
の
ひ
と
つ
と
思
わ
れ
る
。

　
建
築
の
仕
事
を
す
る
に
は
専
門
的

な
知
識
や
技
術
が
求
め
ら
れ
、
専
門

性
の
高
い
ベ
テ
ラ
ン
が
長
く
活
躍
し

て
い
る
。

　
大
工
の
人
手
不
足
の
中
、
残
業
を

う
ま
く
調
整
し
、
無
理
な
仕
事
を
さ

せ
な
い
な
ど
働
き
方
の
改
革
を
経
営

者
が
努
力
す
る
必
要
が
あ
る
。

企業、お店の経営に関する課題解決を商工会議所がサポートします！
～各分野の専門家（アドバイザー）と指導員がお困りごとをお聞きします～

石川県よろず支援拠点
小松サテライト

日時 随時受付
概要 経営に関わる諸問題を

コーディネータにサポー
トしていただけます。

企業ドック制度
─────────────
日時 随時受付
概要 将来に向けた的確な経

営戦略を立案しようとす
る中小企業を支援する
ため、外部専門家を無
料で（３回/年）御社へ派
遣します。

経営安定特別相談事業
──────────────────────────
日時 随時受付
概要 中小企業の倒産を防止するため、商工調停士等の専門

家が適切なアドバイスを行い、再建を図ります。

小松商工会議所支援事業
──────────────────────────
◆空店舗出店者補助事業　
小松商店会連盟加盟商店街に新たに出店する事業所へ補助
◆６次産業チャレンジ支援事業
６次産業化の活性化を図る商品を開発した事業所へ補助
◆新商品・新技術開発支援助成事業
新商品開発等を行った事業所へ補助
◆利子補給制度
1年間の借入利子の10％を補給
◆創業支援事業
創業塾の開催など開業に向けての支援

◆小松商工会議所が事業承継問題をサポート
します。（ご相談は無料・秘密厳守）

「何から始めたらいいのか？」とお悩みの事業主様
────────────────────────────
■人（経営）
後継者の育成には５年から10年ほどかかることもあります。代
表者の方と後継者の方との対話が大切です。

■資産（株式）
株式や事業用資産（設備・不動産）、許認可など経営者の個人資
産と会社の関係の整理が必要です。

■知的財産
経営者の信用や取引先との人脈、従業員の技術・ノウハウな
ど経営者と従業員の信頼関係も知的財産のひとつです。

◆自社内だけでは、どのようにしたらよいのかお悩みの事業所
様ぜひ小松商工会議所の事業承継サポートセンターへご相談
下さい。専門家も交えて企業の悩み事など解決のお手伝いを
致します。（小松商工会議所　経営支援課）

　その他、各種補助金、助成金に関するご案内、記帳・税務
相談や各種セミナー開催など、様々な会員向けサービスを
ご提供しております。

2/15 小松商工会議所に開設
事業承継サポートセンター
日時 随時受付
概要 事業承継などに関する

各種ご相談に応じます。

経営に対する
専門的な知識が欲しい
●経営管理全般
●店舗管理
●人事労務など
●事業を誰かに任せたい

企業を再生したい！

●借入過多
●返済遅滞
●販売、受注不振など
●条件変更中だが…

人材不足・後継者不足

●人材確保について
●後継者がいない
●承継問題について 

経営に関する法律問題を
弁護士に相談したい
●法律一般
●廃業・精算など

金 融 支 援

●借換や資金繰り
●無担保・無保証
●大型店出店対策資金
●経営安定支援融資

問い合わせ
小松商工会議所
経営支援課
☎0761-21-3121
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こまつ地美絵の名前の由来
　「こまつ地美絵」とは小松の里山で捕獲されるジビエ
を地美絵（ジビエ）と読み替え、“地の恵み”と“美味し
い料理”そして“美しい九谷焼”を事業のシンボルとして
名付けました。

小松らしい「こまつ地美絵」
小松の飲食店の他にも小松が誇る伝統工芸である九谷焼や地域の酒造組合とも連携し、小松らしい「こまつ
地美絵」ブランドの育成に取組んでいます。

里山への想い
小松市の約7割は山林地帯ですが、ここ数年で猪や鹿などの有害鳥獣の数は爆発的に増加し、森林や農作物
への被害は年々深刻になっています。被害を最小限にする努力とともに、有害鳥獣を食用として有効活用する
事への期待が高まっています。
「こまつ地美絵」では、「おいしいジビエ」、「ジビエを食べることは地域に役立つこと」と親しんで頂ける様に
ジビエの食活用の普及に取組んでいます。

こまつ地美絵ウィーク　参加店舗（順不同）

■料亭　一浪小松市栄町１ ☎22-0809

■日本料理　梶助小松市大和町141 ☎22-8314

■レストラン　ミュ－レミュ－小松市丸の内町2丁目225-2 ☎21-2165

■和食屋　南小松市白嶺町1-41 ☎23-3151

■ビストロ　ドゥエドゥ小松市沖町へ6-1 ☎25-1515

■トラットリア　TAPAS小松市沖町ツ93 ☎23-5078

■肉とワインcondiment小松市日の出町1-104 ☎58-0673

■うどん工房　穂の香小松市若杉町3-21 ☎21-9418

■ワインの酒場　mono小松市土居原町302-1 ☎68-9312

■よっしー製作所小松市沖町ロ25-1 ☎21-9899

■Chines Restaurant 桂花小松市幸町3-117幸町ドゥエリング1階 ☎48-4361

■麗華小松市沖町ト170-5 ☎22-8882

■餃子菜館勝ちゃん小松市土居原町395 ☎22-4077

■珍龍小松市園町ホ117-1 ☎21-4109

■珍香楼シェアン小松市園町ニ57-1 ☎22-2551

■中国食堂　餃子屋　なおけん小松市糸町2-2 ☎21-9852

「こまつ地美絵」って何？

■事業に関するお問合せ
こまつ地美絵実行委員会
（小松商工会議所内）
TEL 0761-21-3121
http://komatsu-jibie.com
こまつ地美絵 検 索

こまつ地美絵  食の祭典2018

H30.2.22●木

▲

３.7●水
地美絵ウィーク gibier

week

「とびっきりのジビエ」を食べに行こう！
新聞や雑誌などですっかりお馴染みとなった「ジビエ」の季節がやってきました。

小松の飲食店が腕によりをかけて「とびっきりのジビエ」料理を
皆様にご提供致します。

　和食も洋食も中華も！ カジュアルで入りやすいお店から、お座敷で高級料理と一
緒に召上れるお店まで、幅広い飲食店の方が参加しています。お友達と、ご家族と、
あるいは仕事帰りの一杯に。
　期間中はいつでもお楽しみいただけます。（定休日・要予約のお店もあります。）
ぜひこの機会にジビエ料理をご堪能ください。

今月のPICK UP今月のPICK UP
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会議所の動き会議所の動き

1/291/292/162/16

2/72/7

2/92/9

2/16・172/16・17 1/311/312/16～3/152/16～3/15
　
こ
ま
つ
地
美
絵
実
行
委
員
会
は
、芦
城
セ
ン
タ
ー
で
料
理
人
向

け
ジ
ビ
エ
調
理
研
修
会
を
開
催
し
た
。Ａ
Ｎ
Ａ
ク
ラ
ウ
ン
プ
ラ
ザ

ホ
テ
ル
金
沢
顧
問
総
料
理
長
の
川
上
清
氏
を
講
師
に
迎
え
市
内

の
和
洋
中
飲
食
店
13
店
の
料
理
人
ら
約
25
人
が
参
加
し
た
。

　
料
理
人
ら
は
３
月
７
日
ま
で
開
催
さ
れ
る「
こ
ま
つ
地
美
絵
食
の

祭
典
２
０
１
８
」に
向
け
創
作
料
理
や
味
の
研
究
に
努
め
た
。川
上

氏
は
猪
肉
を
用
い
た
チ
ャ
ー
シ
ュ
ー
や
シ
ュ
ー
マ
イ
な
ど
中
華
４
品

を
調
理
し
、参
加
者
が
試
食
し
た
。肉
を
軟
ら
か
く
す
る
下
ご
し
ら

え
の
方
法
や
ソ
ー
ス
に
ひ
と
工
夫
加
え
る
ア
イ
デ
ア
を
披
露
し
た
。

ま
た
食
の
祭
典
に
参
加
す
る
料
理
人
ら
が
猪
肉
を
使
っ
た
糠
漬
け

焼
き
や
角
煮
、ペ
ン
ネ
グ
ラ
タ
ン
な
ど
７
品
を
紹
介
し
試
食
、意
見

交
換
を
行
っ
た
。今
年
の
食
の
祭
典
に
は
中
華
料
理
店
６
店
舗
が
初

参
加
し
、期
間
中
17
店
舗
で
ジ
ビ
エ
料
理
が
提
供
さ
れ
る
。参
加
者

か
ら
は「
臭
い
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
あ
っ
た
が
そ
う
で
は
な
く
、豚

肉
の
代
わ
り
に
猪
肉
を
使
う
こ
と
が
で
き
そ
う
」と
話
し
た
。

料
理
人
ら
が
ジ
ビ
エ
料
理
を
研
究

1/301/30
　
南
加
賀
地
域
グ
ル
メ
協
議
会
で
は
、
昨
年
11
月
に
開
催
さ
れ
た
「
い
し
か
わ
食

の
て
ん
こ
も
り
フ
ェ
ス
タ
」
会
場
に
て
「
グ
ル
メ
な
器
プ
レ
ゼ
ン
ト
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」

を
実
施
。

　
募
集
の
結
果
５
４
７
件
の
応
募
が
あ
り
、
協
議
会
メ
ン

バ
ー
に
よ
る
厳
正
な
る
抽
選
に
よ
り
30
名
の
当
選
者
を
決

定
し
た
。

　「
い
し
か
わ
食
の
て
ん
こ
も
り
フ
ェ
ス
タ
」で
は
南
加
賀
の

地
域
グ
ル
メ（「
小
松
う
ど
ん
」「
小
松
名
物
塩
焼
き
そ
ば
」

「
加
賀
の
か
が
や
き
」「
か
わ
き
た
味
噌
豚
ど
ん
」「
ひ
ゃ
く
ま

ん
穀
ご
は
ん
ば
〜
が
」）を
お
買
い
上
げ
の
方
に
応
募
券
を

進
呈
し
募
集
し
た
も
の
で
、
当
選
者
へ
九
谷
焼
の
器
を
１
月

下
旬
に
順
次
発
送
し
た
。

※

当
選
者
の
発
表
は
こ
ち
ら

　http://w
w
w
.m
inam

ikagagurum
e.com

南加賀商工観光推進協議会
〜
南
加
賀
地
域
グ
ル
メ
協
議
会
〜

「
グ
ル
メ
な
器
プ
レ
ゼ
ン
ト
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」当
選
者
決
定
！

　
空
港・都
市
政
策
委
員
会（
委
員
長
　
今
出
真
稔
）15
名
は
、去
る
２
月
16
日

に
委
員
会
を
開
催
し
、ゲ
ス
ト
に
小
松
市
参
与
兼
総
合
政
策
部
担
当
部
長
　
早

松
利
男
氏
、小
松
市
経
済
観
光
文
化
部
商
工
労
働
課
　
山
田
正
行
氏
の
両
氏
を

招
き
、小
松・能
美
鉄
道
利
用
連
携
会
議
の
活
動
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
た
。

　
ま
ず
早
松
氏
よ
り
、
小
松
・
能
美
鉄
道
利
用
連
携
会
議
設
置
の
目
的
や
事
業
展
開

な
ど
に
つ
い
て
説
明
が
あ
っ
た
。
本
連
携
会
議
は
、
鉄
道
利
用
の
拡
大
を
目
的
に
、

新
幹
線
小
松
駅
に
お
け
る
①
速
達
性
の
確
保
と
、②
在
来
線
等
と
の
接
続
性
を
向
上

さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
新
幹
線
開
業
効
果
を
最
大
限
発
揮
し
、
地
域
の
発
展
に
繋
げ

る
と
い
う
も
の
。

　
こ
れ
に
よ
り
、
２
次
交
通
・
地
域
交
通
の
充
実
も
図
ら
れ
、
通
勤
・
通
学
・
観
光
・

ビ
ジ
ネ
ス
等
で
広
域
交
流
が
加
速
。
小
松
空
港
と
の
連
携
の
強
化
や
、
小
松
駅
が
南

加
賀
の
タ
ー
ミ
ナ
ル
へ
と
拠
点
性
が
さ
ら
に
強
化
さ
れ
る
。

　
能
美
市
と
の
連
携
に
つ
い
て
は
、
も
の
づ
く
り
企
業
の
集
積
や
通
勤
・
通
学
人
口

の
活
発
な
往
来
な
ど
小
松
市
と
の
結
び
つ
き
が
強
い
こ
と
な
ど
も
紹
介
し
た
。

　
ま
た
、
山
田
氏
か
ら
は
、
調
査
研
究
し
て
い
る
自
動
運
転
バ
ス
に
つ
い
て
説
明
が

あ
っ
た
。

　
自
動
運
転
の
各
レ
ベ
ル
、
現
在
各
地
で
行
わ
れ
て
い
る
実
証
実
験
、
自
動
運
転
バ

ス
の
最
新
情
報
な
ど
に
つ
い
て
、
懇
切
丁
寧
に
説
明
を
受
け
た
。
ま
た
官
民
Ｉ
Ｔ
Ｓ

構
想（
Ｉ
Ｔ
Ｓ（Intelligent Transport System

s

：
高
度
道
路
交
通
シ
ス
テ
ム
））

等
、
日
本
政
府
の
方
針
に
つ
い
て
具
体
例
も
触
れ
、
委
員一同
見
識
理
解
を
深
め
た
。

　
参
加
し
た
委
員
か
ら
は「
小
松
空
港
と
小
松
駅
と
の
ア
ク
セ
ス
は
大
変
重
要
で
あ

り
、今
後
と
も
地
元
産
業
振
興
等
の
後
押
し
を
お
願
い
し
た
い
」と
の
意
見
が
あ
っ
た
。

小規模企業振興委員連絡会空港・都市政策委員会
小
松・能
美
鉄
道
利
用
連
携
会
議
の
活
動

農商工連携
ビジネスマッチング商談会

新
し
い
事
業
承
継
税
制
に
つ
い
て

　
去
る
２
月
９
日
、
本
所
で
は
小
松
税
務
署
長
の
長
谷
治
男
氏

を
迎
え
、
小
規
模
企
業
振
興
委
員
連
絡
会
を
開
催
し
た
。

　
連
絡
会
で
は
、「
新
し
い
事
業
承
継
税
制
」を
テ
ー
マ
に
平
成
30
年

度
の
税
制
改
正
で
事
業
承
継
の
特
例
が
創
設
さ
れ
た
概
要
に
つ
い
て

説
明
さ
れ
た
。

　
事
業
承
継
の
際
の
贈
与
税
・
相
続
税
の
納
税
を
猶
予
す
る「
事
業
承

継
税
制
」を
今
後
５
年
間
以
内
に
事
業
承
継
計
画（
仮
称
）を
都
道
府

県
に
提
出
し
、
10
年
以
内
に
実
際
に
承
継
を
行
う
も
の
を
対
象
と
し
、

抜
本
的
に
拡
充
さ
れ
て
お
り
、①
対
象
株
式
数
・
猶
予
割
合
が
１
０
０

％
に
拡
大
、②
対
象
者
の
拡
大
、③
雇
用
条
件
の
弾
力
化
、④
新
た
な

免
税
制
度
の
創
設
等
を
行
う 

と
し
て
い
る
。

　
事
業
承
継
時
の
納
税
負
担
が
ゼ
ロ
に
な
る
な
ど
、
中
小
企
業
経
営

の
実
状
に
あ
わ
せ
た
多
様
な
事
業
承
継
を
支
援
し
、
雇
用
維
持
要
件

の
実
質
撤
廃
な
ど
将
来
不
安
を
軽
減
し
税
制
を
利
用
し
や
す
く
し
て

い
る
と
説
明
さ
れ
た
。

　
そ
の
後
、
各
業
界
の
業
況
報
告（
詳
細
は
会
報
Ｐ
５
）と
意
見
交
換

を
行
っ
た
。

農
業
生
産
者
と
商
工
業
者
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
商
談
会

　
小
松
商
店
会
連
盟
の
新
規
事
業
、「
こ
ま
つ
ま
ち
ゼ
ミ
」が
ス
タ
ー

ト
し
た
。

　
期
間
中
は
、
連
盟
加
盟
店
21
店
舗
33
講
座
に
て
、
学
ぶ
、
き
れ
い
、
健
康
、

つ
く
る
、
食
べ
る
を
テ
ー
マ
に
、
店
主
か
ら
プ
ロ
な
ら
で
は
の
技
や
知
識
を

伝
授
し
て
も
ら
う
。

　
初
日
16
日（
金
）に
は
、
３
店
舗
３
講
座
を
開
講
し
た
中
、
本
折
町 Art 
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で
は
、
店
主
の
丸
山
政
寅
氏
が「
プ
ロ
が
教
え

ま
す
！
白
髪
の
染
め
方
講
座
」と
題
し
、
自
宅
で
の
白
髪
染
め
の
際
に
、
髪

に
優
し
く
、
よ
り
手
軽
に
カ
ラ
ー
が
出
来
る
よ
う
カ
チ
ュ
ー
シ
ャ
な
ど
の
小

物
を
使
う
な
ど
、
リ
タ
ッ
チ
方
法
の
コ
ツ
を
伝
え
た
。

　
18
日（
土
）、
三
日
市
㈲
ふ
る
里
の
味
す
み
げ
ん「
だ
し
ソ
ム
リ
エ
と
楽
し

む
初
め
て
の
か
つ
お
節
削
り
」で
は
、
実
際
に
か
つ
お
節
を
削
り
、
削
り
た

て
で
出
汁
を
摂
り
、
香
り
・
味
の
違
い
を
体
感
し
た
。
参
加
の
親
子
は
何
杯

も
出
汁
を
飲
み
干
し
、
出
汁
の
う
ま
味
を
実
感
し
て
い
た
。
各
講
座
参
加

者
か
ら
は
、「
と
て
も
良
い
企
画
。
色
々
な
講
座
に
参
加
し
た
い
。」と
熱
い

意
見
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

　
ま
だ
申
込
定
員
で
余
裕
の
あ
る
講
座
も
あ
る
の
で
、
ぜ
ひ
お
問
合
せ
を
！

小松商店会連盟 青年部
お
店
の
人
が
教
え
て
く
れ
る
！
得
す
る
街
の
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
in
こ
ま
つ

「
第
１
回
こ
ま
つ
ま
ち
ゼ
ミ
」が
ス
タ
ー
ト

青年部 こまつ地美絵実行委員会
臨
時
総
会
で
次
年
度
役
員
予
定
者
を
選
任

　
本
所
青
年
部（
会
長
：
前
口
　
剛
）は
、
平
成
29
年
度
第

2
回
臨
時
総
会
を
開
催
し
、
次
年
度
の
役
員
予
定
者
に
つ

い
て
議
案
審
議
し
、26
名
の
新
役
員
を
選
出
し
た
。
ま
た
、

平
成
31
年
度
に
当
青
年
部
が
創
立
20
周
年
を
迎
え
る
に
あ

た
り
、
準
備
委
員
会
を
新
た
に
設
置
す
る
こ
と
が
報
告
さ

れ
た
。

　
冒
頭
、
臨
時
総
会
の
開
会
に
際
し
て
、
次
年
度
も
小
松

Y
E
G
会
長
を
務
め
る
前
口
会
長
が
挨
拶
し
た
。
ま
た
、
来

賓
の
西
正
次
会
頭
よ
り
、
今
後
も
Y
E
G
メ
ン
バ
ー
の
創
意

と
工
夫
を
も
っ
て
活
動
の
幅
を
広
げ
、
地
域
内
外
の
各
種
団

体
と
の
連
携
・
交
流
を
深
め
な
が
ら
組
織
強
化
に
取
り
組
ん

で
も
ら
い
た
い
と
激
励
が
あ
っ
た
。

　
新
た
な
役
員
の
任
期
は
、
平
成
30
年
4
月
1
日
か
ら
1
年

間
と
な
る
。

日
本
Ｙ
Ｅ
Ｇ
全
国
大
会
に
参
加
、卒
会
会
員
を
送
る

　
本
所
青
年
部（
会
長
：
前
口
　
剛
）は
、
2
月
16
〜
17
日

に
岐
阜
県
各
務
原
市
で
開
催
さ
れ
た
日
本
Ｙ
Ｅ
Ｇ
第
37
回

全
国
大
会
岐
阜
か
か
み
が
は
ら
大
会
に
参
加
し
た
。
本
大

会
は
、「
Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｎ
Ｄ 

Ｂ
Ｙ 

Ｍ
Ｅ
」を
大
会
の
テ
ー
マ
に
開

催
さ
れ
、
全
国
各
地
の
Ｙ
Ｅ
Ｇ
メ
ン
バ
ー
ら
が
各
務
原
市

に
集
結
、会
員
総
会
や
県
内
各
地
で
分
科
会
、大
懇
親
会
、

記
念
式
典
な
ど
が
行
わ
れ
た
。

　
本
大
会
へ
の
参
加
に
合
わ
せ
、小
松
Ｙ
Ｅ
Ｇ
で
は
、本
年
度
末

を
も
っ
て
卒
会
を
迎
え
る
メ
ン
バ
ー
を
送
る
会
を
開
催
。入
会

以
来
、長
年
に
わ
た
り
Ｙ
Ｅ
Ｇ
活
動
の
推
進
に
尽
力
さ
れ
た
メ

ン
バ
ー
に
対
し
て
感
謝
の
想
い
を
伝
え
、懇
親
を
深
め
た
。

　
平
成
30
年
度
の
日
本
Ｙ
Ｅ
Ｇ
全
国
大
会
は
、
宮
崎
県
宮
崎

市
に
て
開
催
さ
れ
る
。

挨拶する日本YEG吉田会長日本YEG通常会員総会

　
去
る
１
月
30
日
、ホ
テ
ル
サ
ン
ル
ー
ト
小
松
に
て
、小
松
商
工
会

議
所
と
し
て
初
の
取
組
み
で
あ
る
農
商
工
連
携
マ
ッ
チ
ン
グ
商
談

会
を
開
催
し
、農
業
生
産
者
と
商
工
業
者
が
名
刺
交
換・商
談・業

務
提
携
等
を
行
っ
た
。

　
会
場
で
は
農
業
生
産
者
5
社
1
団
体
が
各
自
ブ
ー
ス
を
設
置
し
、

飲
食
店
や
食
品
製
造
業
約
15
社
が
商
談
に
臨
ん
だ
。

　
参
加
し
た
農
業
生
産
者
か
ら
は「
日
頃
飲
食
店
や
パ
ン
屋
さ
ん
、

お
菓
子
屋
さ
ん
等
と
の
接
点
が
無
く
、
大
変
有
難
か
っ
た
。
飲
食
店

さ
ん
の
ニ
ー
ズ
も
直
接
聞
く
こ
と
が
出
来
、
今
後
の
生
産
に
活
か
し

て
い
き
た
い
」と
の
意
見
が
あ
っ
た
。
ま
た
参
加
し
た
商
工
業
者
か
ら

は「
地
元
に
色
ん
な
素
晴
ら
し
い
生
産
物
が
あ
る
こ
と
を
知
り
、
ぜ

ひ
ビ
ジ
ネ
ス
に
繋
げ
た
い
」と
話
さ
れ
、
と
て
も
有
意
義
な
商
談
会

と
な
っ
た
。

※
農
商
工
連
携
と
は
…
地
域
の
特
色
あ
る
農
林
水
産
物
を
有
効
に
活
用

す
る
た
め
、
農
林
漁
業
者
と
商
工
業
者
の
方
々
が
お
互
い
の「
技
術
」

や「
ノ
ウ
ハ
ウ
」を
持
ち
寄
っ
て
、
新
し
い
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
の
開
発
・

提
供
、
販
路
の
拡
大
な
ど
に
取
り
組
む
も
の
で
す
。

商談会の様子講師の長谷署長連絡会

講師の川上清氏試作メニューを披露する料理人かつお節を削ずる参加親子 カラーのコツを会得中の参加者

説明する山田氏 説明する早松氏

西会頭より祝辞前口会長挨拶
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会議所の動き会議所の動き

1/291/292/162/16

2/72/7

2/92/9

2/16・172/16・17 1/311/312/16～3/152/16～3/15
　
こ
ま
つ
地
美
絵
実
行
委
員
会
は
、芦
城
セ
ン
タ
ー
で
料
理
人
向

け
ジ
ビ
エ
調
理
研
修
会
を
開
催
し
た
。Ａ
Ｎ
Ａ
ク
ラ
ウ
ン
プ
ラ
ザ

ホ
テ
ル
金
沢
顧
問
総
料
理
長
の
川
上
清
氏
を
講
師
に
迎
え
市
内

の
和
洋
中
飲
食
店
13
店
の
料
理
人
ら
約
25
人
が
参
加
し
た
。

　
料
理
人
ら
は
３
月
７
日
ま
で
開
催
さ
れ
る「
こ
ま
つ
地
美
絵
食
の

祭
典
２
０
１
８
」に
向
け
創
作
料
理
や
味
の
研
究
に
努
め
た
。川
上

氏
は
猪
肉
を
用
い
た
チ
ャ
ー
シ
ュ
ー
や
シ
ュ
ー
マ
イ
な
ど
中
華
４
品

を
調
理
し
、参
加
者
が
試
食
し
た
。肉
を
軟
ら
か
く
す
る
下
ご
し
ら

え
の
方
法
や
ソ
ー
ス
に
ひ
と
工
夫
加
え
る
ア
イ
デ
ア
を
披
露
し
た
。

ま
た
食
の
祭
典
に
参
加
す
る
料
理
人
ら
が
猪
肉
を
使
っ
た
糠
漬
け

焼
き
や
角
煮
、ペ
ン
ネ
グ
ラ
タ
ン
な
ど
７
品
を
紹
介
し
試
食
、意
見

交
換
を
行
っ
た
。今
年
の
食
の
祭
典
に
は
中
華
料
理
店
６
店
舗
が
初

参
加
し
、期
間
中
17
店
舗
で
ジ
ビ
エ
料
理
が
提
供
さ
れ
る
。参
加
者

か
ら
は「
臭
い
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
あ
っ
た
が
そ
う
で
は
な
く
、豚

肉
の
代
わ
り
に
猪
肉
を
使
う
こ
と
が
で
き
そ
う
」と
話
し
た
。

料
理
人
ら
が
ジ
ビ
エ
料
理
を
研
究

1/301/30
　
南
加
賀
地
域
グ
ル
メ
協
議
会
で
は
、
昨
年
11
月
に
開
催
さ
れ
た
「
い
し
か
わ
食

の
て
ん
こ
も
り
フ
ェ
ス
タ
」
会
場
に
て
「
グ
ル
メ
な
器
プ
レ
ゼ
ン
ト
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」

を
実
施
。

　
募
集
の
結
果
５
４
７
件
の
応
募
が
あ
り
、
協
議
会
メ
ン

バ
ー
に
よ
る
厳
正
な
る
抽
選
に
よ
り
30
名
の
当
選
者
を
決

定
し
た
。

　「
い
し
か
わ
食
の
て
ん
こ
も
り
フ
ェ
ス
タ
」で
は
南
加
賀
の

地
域
グ
ル
メ（「
小
松
う
ど
ん
」「
小
松
名
物
塩
焼
き
そ
ば
」

「
加
賀
の
か
が
や
き
」「
か
わ
き
た
味
噌
豚
ど
ん
」「
ひ
ゃ
く
ま

ん
穀
ご
は
ん
ば
〜
が
」）を
お
買
い
上
げ
の
方
に
応
募
券
を

進
呈
し
募
集
し
た
も
の
で
、
当
選
者
へ
九
谷
焼
の
器
を
１
月

下
旬
に
順
次
発
送
し
た
。

※

当
選
者
の
発
表
は
こ
ち
ら

　http://w
w
w
.m
inam

ikagagurum
e.com

南加賀商工観光推進協議会
〜
南
加
賀
地
域
グ
ル
メ
協
議
会
〜

「
グ
ル
メ
な
器
プ
レ
ゼ
ン
ト
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」当
選
者
決
定
！

　
空
港・都
市
政
策
委
員
会（
委
員
長
　
今
出
真
稔
）15
名
は
、去
る
２
月
16
日

に
委
員
会
を
開
催
し
、ゲ
ス
ト
に
小
松
市
参
与
兼
総
合
政
策
部
担
当
部
長
　
早

松
利
男
氏
、小
松
市
経
済
観
光
文
化
部
商
工
労
働
課
　
山
田
正
行
氏
の
両
氏
を

招
き
、小
松・能
美
鉄
道
利
用
連
携
会
議
の
活
動
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
た
。

　
ま
ず
早
松
氏
よ
り
、
小
松
・
能
美
鉄
道
利
用
連
携
会
議
設
置
の
目
的
や
事
業
展
開

な
ど
に
つ
い
て
説
明
が
あ
っ
た
。
本
連
携
会
議
は
、
鉄
道
利
用
の
拡
大
を
目
的
に
、

新
幹
線
小
松
駅
に
お
け
る
①
速
達
性
の
確
保
と
、②
在
来
線
等
と
の
接
続
性
を
向
上

さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
新
幹
線
開
業
効
果
を
最
大
限
発
揮
し
、
地
域
の
発
展
に
繋
げ

る
と
い
う
も
の
。

　
こ
れ
に
よ
り
、
２
次
交
通
・
地
域
交
通
の
充
実
も
図
ら
れ
、
通
勤
・
通
学
・
観
光
・

ビ
ジ
ネ
ス
等
で
広
域
交
流
が
加
速
。
小
松
空
港
と
の
連
携
の
強
化
や
、
小
松
駅
が
南

加
賀
の
タ
ー
ミ
ナ
ル
へ
と
拠
点
性
が
さ
ら
に
強
化
さ
れ
る
。

　
能
美
市
と
の
連
携
に
つ
い
て
は
、
も
の
づ
く
り
企
業
の
集
積
や
通
勤
・
通
学
人
口

の
活
発
な
往
来
な
ど
小
松
市
と
の
結
び
つ
き
が
強
い
こ
と
な
ど
も
紹
介
し
た
。

　
ま
た
、
山
田
氏
か
ら
は
、
調
査
研
究
し
て
い
る
自
動
運
転
バ
ス
に
つ
い
て
説
明
が

あ
っ
た
。

　
自
動
運
転
の
各
レ
ベ
ル
、
現
在
各
地
で
行
わ
れ
て
い
る
実
証
実
験
、
自
動
運
転
バ

ス
の
最
新
情
報
な
ど
に
つ
い
て
、
懇
切
丁
寧
に
説
明
を
受
け
た
。
ま
た
官
民
Ｉ
Ｔ
Ｓ

構
想（
Ｉ
Ｔ
Ｓ（Intelligent Transport System

s

：
高
度
道
路
交
通
シ
ス
テ
ム
））

等
、
日
本
政
府
の
方
針
に
つ
い
て
具
体
例
も
触
れ
、
委
員一同
見
識
理
解
を
深
め
た
。

　
参
加
し
た
委
員
か
ら
は「
小
松
空
港
と
小
松
駅
と
の
ア
ク
セ
ス
は
大
変
重
要
で
あ

り
、今
後
と
も
地
元
産
業
振
興
等
の
後
押
し
を
お
願
い
し
た
い
」と
の
意
見
が
あ
っ
た
。

小規模企業振興委員連絡会空港・都市政策委員会
小
松・能
美
鉄
道
利
用
連
携
会
議
の
活
動

農商工連携
ビジネスマッチング商談会

新
し
い
事
業
承
継
税
制
に
つ
い
て

　
去
る
２
月
９
日
、
本
所
で
は
小
松
税
務
署
長
の
長
谷
治
男
氏

を
迎
え
、
小
規
模
企
業
振
興
委
員
連
絡
会
を
開
催
し
た
。

　
連
絡
会
で
は
、「
新
し
い
事
業
承
継
税
制
」を
テ
ー
マ
に
平
成
30
年

度
の
税
制
改
正
で
事
業
承
継
の
特
例
が
創
設
さ
れ
た
概
要
に
つ
い
て

説
明
さ
れ
た
。

　
事
業
承
継
の
際
の
贈
与
税
・
相
続
税
の
納
税
を
猶
予
す
る「
事
業
承

継
税
制
」を
今
後
５
年
間
以
内
に
事
業
承
継
計
画（
仮
称
）を
都
道
府

県
に
提
出
し
、
10
年
以
内
に
実
際
に
承
継
を
行
う
も
の
を
対
象
と
し
、

抜
本
的
に
拡
充
さ
れ
て
お
り
、①
対
象
株
式
数
・
猶
予
割
合
が
１
０
０

％
に
拡
大
、②
対
象
者
の
拡
大
、③
雇
用
条
件
の
弾
力
化
、④
新
た
な

免
税
制
度
の
創
設
等
を
行
う 
と
し
て
い
る
。

　
事
業
承
継
時
の
納
税
負
担
が
ゼ
ロ
に
な
る
な
ど
、
中
小
企
業
経
営

の
実
状
に
あ
わ
せ
た
多
様
な
事
業
承
継
を
支
援
し
、
雇
用
維
持
要
件

の
実
質
撤
廃
な
ど
将
来
不
安
を
軽
減
し
税
制
を
利
用
し
や
す
く
し
て

い
る
と
説
明
さ
れ
た
。

　
そ
の
後
、
各
業
界
の
業
況
報
告（
詳
細
は
会
報
Ｐ
５
）と
意
見
交
換

を
行
っ
た
。

農
業
生
産
者
と
商
工
業
者
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
商
談
会

　
小
松
商
店
会
連
盟
の
新
規
事
業
、「
こ
ま
つ
ま
ち
ゼ
ミ
」が
ス
タ
ー

ト
し
た
。

　
期
間
中
は
、
連
盟
加
盟
店
21
店
舗
33
講
座
に
て
、
学
ぶ
、
き
れ
い
、
健
康
、

つ
く
る
、
食
べ
る
を
テ
ー
マ
に
、
店
主
か
ら
プ
ロ
な
ら
で
は
の
技
や
知
識
を

伝
授
し
て
も
ら
う
。

　
初
日
16
日（
金
）に
は
、
３
店
舗
３
講
座
を
開
講
し
た
中
、
本
折
町 Art 
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aruyam
a 

で
は
、
店
主
の
丸
山
政
寅
氏
が「
プ
ロ
が
教
え

ま
す
！
白
髪
の
染
め
方
講
座
」と
題
し
、
自
宅
で
の
白
髪
染
め
の
際
に
、
髪

に
優
し
く
、
よ
り
手
軽
に
カ
ラ
ー
が
出
来
る
よ
う
カ
チ
ュ
ー
シ
ャ
な
ど
の
小

物
を
使
う
な
ど
、
リ
タ
ッ
チ
方
法
の
コ
ツ
を
伝
え
た
。

　
18
日（
土
）、
三
日
市
㈲
ふ
る
里
の
味
す
み
げ
ん「
だ
し
ソ
ム
リ
エ
と
楽
し

む
初
め
て
の
か
つ
お
節
削
り
」で
は
、
実
際
に
か
つ
お
節
を
削
り
、
削
り
た

て
で
出
汁
を
摂
り
、
香
り
・
味
の
違
い
を
体
感
し
た
。
参
加
の
親
子
は
何
杯

も
出
汁
を
飲
み
干
し
、
出
汁
の
う
ま
味
を
実
感
し
て
い
た
。
各
講
座
参
加

者
か
ら
は
、「
と
て
も
良
い
企
画
。
色
々
な
講
座
に
参
加
し
た
い
。」と
熱
い

意
見
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

　
ま
だ
申
込
定
員
で
余
裕
の
あ
る
講
座
も
あ
る
の
で
、
ぜ
ひ
お
問
合
せ
を
！

小松商店会連盟 青年部
お
店
の
人
が
教
え
て
く
れ
る
！
得
す
る
街
の
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
in
こ
ま
つ

「
第
１
回
こ
ま
つ
ま
ち
ゼ
ミ
」が
ス
タ
ー
ト

青年部 こまつ地美絵実行委員会
臨
時
総
会
で
次
年
度
役
員
予
定
者
を
選
任

　
本
所
青
年
部（
会
長
：
前
口
　
剛
）は
、
平
成
29
年
度
第

2
回
臨
時
総
会
を
開
催
し
、
次
年
度
の
役
員
予
定
者
に
つ

い
て
議
案
審
議
し
、26
名
の
新
役
員
を
選
出
し
た
。
ま
た
、

平
成
31
年
度
に
当
青
年
部
が
創
立
20
周
年
を
迎
え
る
に
あ

た
り
、
準
備
委
員
会
を
新
た
に
設
置
す
る
こ
と
が
報
告
さ

れ
た
。

　
冒
頭
、
臨
時
総
会
の
開
会
に
際
し
て
、
次
年
度
も
小
松

Y
E
G
会
長
を
務
め
る
前
口
会
長
が
挨
拶
し
た
。
ま
た
、
来

賓
の
西
正
次
会
頭
よ
り
、
今
後
も
Y
E
G
メ
ン
バ
ー
の
創
意

と
工
夫
を
も
っ
て
活
動
の
幅
を
広
げ
、
地
域
内
外
の
各
種
団

体
と
の
連
携
・
交
流
を
深
め
な
が
ら
組
織
強
化
に
取
り
組
ん

で
も
ら
い
た
い
と
激
励
が
あ
っ
た
。

　
新
た
な
役
員
の
任
期
は
、
平
成
30
年
4
月
1
日
か
ら
1
年

間
と
な
る
。

日
本
Ｙ
Ｅ
Ｇ
全
国
大
会
に
参
加
、卒
会
会
員
を
送
る

　
本
所
青
年
部（
会
長
：
前
口
　
剛
）は
、
2
月
16
〜
17
日

に
岐
阜
県
各
務
原
市
で
開
催
さ
れ
た
日
本
Ｙ
Ｅ
Ｇ
第
37
回

全
国
大
会
岐
阜
か
か
み
が
は
ら
大
会
に
参
加
し
た
。
本
大

会
は
、「
Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｎ
Ｄ 

Ｂ
Ｙ 

Ｍ
Ｅ
」を
大
会
の
テ
ー
マ
に
開

催
さ
れ
、
全
国
各
地
の
Ｙ
Ｅ
Ｇ
メ
ン
バ
ー
ら
が
各
務
原
市

に
集
結
、会
員
総
会
や
県
内
各
地
で
分
科
会
、大
懇
親
会
、

記
念
式
典
な
ど
が
行
わ
れ
た
。

　
本
大
会
へ
の
参
加
に
合
わ
せ
、小
松
Ｙ
Ｅ
Ｇ
で
は
、本
年
度
末

を
も
っ
て
卒
会
を
迎
え
る
メ
ン
バ
ー
を
送
る
会
を
開
催
。入
会

以
来
、長
年
に
わ
た
り
Ｙ
Ｅ
Ｇ
活
動
の
推
進
に
尽
力
さ
れ
た
メ

ン
バ
ー
に
対
し
て
感
謝
の
想
い
を
伝
え
、懇
親
を
深
め
た
。

　
平
成
30
年
度
の
日
本
Ｙ
Ｅ
Ｇ
全
国
大
会
は
、
宮
崎
県
宮
崎

市
に
て
開
催
さ
れ
る
。

挨拶する日本YEG吉田会長日本YEG通常会員総会

　
去
る
１
月
30
日
、ホ
テ
ル
サ
ン
ル
ー
ト
小
松
に
て
、小
松
商
工
会

議
所
と
し
て
初
の
取
組
み
で
あ
る
農
商
工
連
携
マ
ッ
チ
ン
グ
商
談

会
を
開
催
し
、農
業
生
産
者
と
商
工
業
者
が
名
刺
交
換・商
談・業

務
提
携
等
を
行
っ
た
。

　
会
場
で
は
農
業
生
産
者
5
社
1
団
体
が
各
自
ブ
ー
ス
を
設
置
し
、

飲
食
店
や
食
品
製
造
業
約
15
社
が
商
談
に
臨
ん
だ
。

　
参
加
し
た
農
業
生
産
者
か
ら
は「
日
頃
飲
食
店
や
パ
ン
屋
さ
ん
、

お
菓
子
屋
さ
ん
等
と
の
接
点
が
無
く
、
大
変
有
難
か
っ
た
。
飲
食
店

さ
ん
の
ニ
ー
ズ
も
直
接
聞
く
こ
と
が
出
来
、
今
後
の
生
産
に
活
か
し

て
い
き
た
い
」と
の
意
見
が
あ
っ
た
。
ま
た
参
加
し
た
商
工
業
者
か
ら

は「
地
元
に
色
ん
な
素
晴
ら
し
い
生
産
物
が
あ
る
こ
と
を
知
り
、
ぜ

ひ
ビ
ジ
ネ
ス
に
繋
げ
た
い
」と
話
さ
れ
、
と
て
も
有
意
義
な
商
談
会

と
な
っ
た
。

※
農
商
工
連
携
と
は
…
地
域
の
特
色
あ
る
農
林
水
産
物
を
有
効
に
活
用

す
る
た
め
、
農
林
漁
業
者
と
商
工
業
者
の
方
々
が
お
互
い
の「
技
術
」

や「
ノ
ウ
ハ
ウ
」を
持
ち
寄
っ
て
、
新
し
い
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
の
開
発
・

提
供
、
販
路
の
拡
大
な
ど
に
取
り
組
む
も
の
で
す
。

商談会の様子講師の長谷署長連絡会

講師の川上清氏試作メニューを披露する料理人かつお節を削ずる参加親子 カラーのコツを会得中の参加者

説明する山田氏 説明する早松氏

西会頭より祝辞前口会長挨拶
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小松・能美鉄道利用連携会議からのお知らせ
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会議所の動き

2/192/19
成
田
商
工
会
議
所
観
光
部
会
と
の
懇
談
会

　本
所
観
光
文
化
委
員
会
役
員
と
成
田
商
工
会
議
所
観
光
部
会
は

サ
ン
ル
ー
ト
小
松
で
懇
談
会
を
行
い
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
観
光
に

つ
い
て
報
告
し
、
意
見
交
換
を
行
な
っ
た
。

　
は
じ
め
に
、
本
所
観
光
文
化
委
員
会
　
中
嶋
浩
委
員
長
お
よ
び
成
田

商
工
会
議
所
観
光
部
会
　
谷
芳
紀
部
会
長
か
ら
の
挨
拶
と
参
加
者
全
員

が
自
己
紹
介
を
行
な
っ
た
。

　
そ
の
後
、
観
光
文
化
委
員
会
か
ら
は
、
中
嶋
委
員
長
が
小
松
の
観
光

の
概
況
及
び
宿
泊
業
界
に
つ
い
て
、
宮
下
副
委
員
長
、
梶
副
委
員
長
、

安
田
監
事
か
ら
は
そ
れ
ぞ
れ
交
通
機
関
、
旅
行
、
飲
食
業
界
に
つ
い
て

報
告
を
行
な
っ
た
。

　
成
田
商
工
会
議
所
か
ら
は
成
田
市
観
光
協
会
　
滝
澤
尚
二
会
長
が
成

田
市
の
観
光
概
況
に
つ
い
て
話
が
あ
り
、大
本
山
成
田
山
新
勝
寺
で
は
、

12
〜
２
月
に
か
け
て
１
，０
０
０
万
人
も
の
観
光
客
が
訪
れ
る
が
、期
間

が
集
中
的
で
あ
る
た
め
、８
月
に
成
田
う
な
ぎ
祭
り
を
開
催
す
る
な
ど
、

年
間
を
通
し
た
来
客
の
呼
込
み
に
努
め
て
い
る
な
ど
の
話
が
あ
っ
た
。

　
質
疑
応
答
で
は
、
小
松
の
飲
食
店
で
認
証
の
取
得
が
難
し
い
ハ
ラ
ー
ル

の
認
可
が
取
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
驚
き
の
声
が
上
が
る
な
ど
、
活
発
な
議

論
が
お
こ
な
わ
れ
た
。

観光文化委員会

挨拶する中嶋委員長会議の様子

ISICO石川県産業創出支援機構

ＩＳＩＣＯ専門家派遣事業 まずはお気軽にご相談下さい。

中小企業の様々な課題に無料で専門家を派遣します。
日頃の経営や将来について、営業活動・現場改善・販売促進など常に様々な問題が発生しています。
（公財）石川県産業創出支援機構（ISICO：イシコ）では、その目的に応じて各分野の専門家を原則無料で
派遣し、県内企業の方々にお役立ていただいております。

●事業計画 ●マーケティング ●創業
●経営改善 ●販売促進 ●品質管理
●経費削減 ●新製品開発 ●省エネ
●労務管理 ●ＩＴ導入 ●ＨＡＣＣＰ
●事業承継 ●ネットショップ ●知的財産

石川県内に事業所を有する中小企業者等

中小企業診断士、公認会計士、税理士、技術士、ＩTコーディネータ、弁理士、デザイナー、
民間企業での実務経験者等で、診断・助言の実績のある方

https://www.isico.or.jp/site/keiei/specialist.html

（公財）石川県産業創出支援機構　経営支援部
金沢市鞍月2丁目20番地　TEL：076-267-1244　FAX：076-267-3622　E-mail：shinki@isico.or.jp

対象企業

派遣する
専 門 家

関連ＵＲＬ

問い合わせ
申 込 み 先 ～考えよう、鉄道の未来。創ろう、このまちの未来。～

NOMI∞KOMATSU 未来をひらく Railwayフォーラム
　2023年春の北陸新幹線小松開業により、暮らしやビジネス、滞
在など、まちは大きく変わります。そのチャンスを前に、新幹線小松
駅の利用の中心となる小松・能美地域の皆さんで、交通の未来や
地域の未来を考えるフォーラムを開催します。
　特別講演では、フェラーリやポルシェなどのデザインでグローバ
ルに活躍し、北陸新幹線の車両デザインを監修した、世界的工業
デザイナーの 奥山 清行 氏によるスペシャルトークを開催します。
　５年度の新幹線時代に向けて、ビジネスへの新しいアクションに
つながれば幸いです。ぜひふるってご参加ください。

開催日時　2018年３月21日（水・祝） 13時15分 開演
会　　場　こまつ芸術劇場うらら大ホール
　　　　　（小松市土居原町710番地）
内　　容　１．オープニング　小松市立高校合唱部
　　　　　２．特別講演　「これからの100年をデザインする」
　　　　　３．フィナーレ　地元ゆかりの方からの応援メッセージ

特別講演
 工業デザイナー／ KEN OKUYAMA DESIGN 代表
［北陸新幹線車両デザイン監修］
 奥山  清行 氏
［携わったプロダクト］
　フェラーリ エンツォ、トランスイート四季島、
　北陸新幹線、秋田新幹線、ヤンマートラクター、
　その他 家具、眼鏡など多数

小松・能美鉄道利用連携会議事務局（小松市経営政策課内）TEL 24-8037

評議員変更のお知らせ

本
所
評
議
員
の
㈱
平
和
堂
ア
ル
プ
ラ

ザ
小
松
店
長
の
斉
川
健
一
氏
が
異
動

さ
れ
、
２
月
６
日
付
け
で
後
任
と
し

て
磯
部
た
か
し
氏
が
就
任
し
た
。

㈱
平
和
堂
ア
ル
プ
ラ
ザ
小
松
店
長

磯
部 

た
か
し 

氏

　
本
所
評
議
員
の
太
陽
工
業
㈱
代
表

取
締
役
社
長
の
木
本
重
治
氏
が
異
動

さ
れ
、
１
月
25
日
付
け
で
後
任
と
し

て
清
水
廉
太
郎
氏
が
就
任
し
た
。

太
陽
工
業
㈱
代
表
取
締
役
社
長

清
水 

廉
太
郎 

氏

レールウェイ

入場
無料

第
212
回
　
日
商
珠
算
検
定
合
格
者

１
級
 
松
邑
　
瀬
奈
・
中
村
　
杏
璃

２
級
 
美
濃
　
沙
梨
奈
・
北
本
　
清
香
・
宮
野
　
尊
吏
・
杉
山
　
雷
和

 

杉
山
　
一
華

３
級
 
谷
内
　
琉
希
也
・
山
口
　
大
吾
・
山
川
　
慎
司
・
南
山
　
　
生

４
級
 
平
塚
　
慶
太
・
北
本
　
未
来
斗
・
西
原
　
陸
登
・
南
　
　
虹
羽

５
級
 
犬
塚
　
琳
奏
・
澤
田
　
亜
子

６
級
 
佐
藤
　
銀
汰
・
宮
浦
　
敦
希
・
近
江
　
朋
加
・
西
木
　
　
駿

 

山
本
　
菜
月
・
谷
　
　
風
香
・
稲
山
　
柚
吏

７
級
 
横
田
　
沙
和
・
名
村
　
今
日
子
・
江
口
　
莉
理
・
荒
木
　
悠
楽

８
級
 
中
川
　
夏
綺
・
小
野
　
花
音
・
竹
田
　
崇
利
・
中
田
　
俊
壱

第
266
回
　
暗
算
検
定
合
格
者

１
級
 
坂
元
　
悠
真
・
田
村
　
凛
子
・
伏
見
　
光
矢

２
級
 
荒
木
　
悠
瑞
・
山
田
　
蒼
真

３
級
 
寺
門
　
佑
基
・
久
津
　
七
海
・
酒
井
　
友
那
・
橋
本
　
一
葉

４
級
 
西
野
　
亜
美
・
宮
浦
　
敦
希
・
田
中
　
七
愛
・
酒
井
　
康
佑

 

近
江
　
朋
加
・
西
木
　
　
駿
・
山
本
　
菜
月

５
級
 
山
本
　
萌
結
・
和
田
　
　
祥
・
加
藤
　
獅
琉
・
岡
上
　
咲
空

第
122
回
　
総
合
珠
算
段
位
認
定
申
請
書

萩
本
　
和
喜
―
弐
　
段
　
　
田
淵
　
彩
華
―
初
　
段

北
村
　
　
晴
―
準
初
段
　
　
伴
　
　
夏
美
―
準
弐
段

第
122
回
　
総
合
暗
算
段
位
認
定
申
請
書

田
淵
　
彩
華
―
準
弐
段
　
　
北
村
　
　
晴
―
準
参
段

北
村
　
　
仁
―
準
弐
段

日
商
珠
算
検
定
合
格
者・段
位
認
定（
２
月
11
日
開
催
）

ITなんでも無料相談会
　ITを活用して事業の効率化を進めたい、インター
ネットでの販売促進に取り組みたいなどといったIT
に関する悩み・課題を専門家に気軽に相談できる
「ITなんでも無料相談会」を開催します。
◆開催日時　３月８日（木）、３月22日（木）

いずれも13時30分～16時30分
◆相談時間　１回の相談あたり１時間まで
◆場　　所　小松商工会議所
◆講　　師　株式会社 一期大福
　　　　　　　　ITコーディネータ 福岡 明夫氏
◆対　　象　小松商工会議所会員事業所
◆料　　金　無料

相談内容例
●ホームページを立ち上げて、取り組みを知ってもらいたい！
●働くホームページを作るにはどうすればいいの？
　（ＳＥＯ対策、スマートフォン対応）
●ホームページのアクセス解析をして、ページを改善したい！
●ＳＮＳ活用した情報発信したい！（Facebook、Instagram等）
●社内の情報セキュリティ対策 
●タブレット・スマートフォン端末の活用 など

小松商工会議所 経営支援課
☎0761-21-3121問い合わせ
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小松・能美鉄道利用連携会議からのお知らせ

13 小松商工会議所［2018.3］ 12

会議所の動き

2/192/19
成
田
商
工
会
議
所
観
光
部
会
と
の
懇
談
会

　本
所
観
光
文
化
委
員
会
役
員
と
成
田
商
工
会
議
所
観
光
部
会
は

サ
ン
ル
ー
ト
小
松
で
懇
談
会
を
行
い
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
観
光
に

つ
い
て
報
告
し
、
意
見
交
換
を
行
な
っ
た
。

　
は
じ
め
に
、
本
所
観
光
文
化
委
員
会
　
中
嶋
浩
委
員
長
お
よ
び
成
田

商
工
会
議
所
観
光
部
会
　
谷
芳
紀
部
会
長
か
ら
の
挨
拶
と
参
加
者
全
員

が
自
己
紹
介
を
行
な
っ
た
。

　
そ
の
後
、
観
光
文
化
委
員
会
か
ら
は
、
中
嶋
委
員
長
が
小
松
の
観
光

の
概
況
及
び
宿
泊
業
界
に
つ
い
て
、
宮
下
副
委
員
長
、
梶
副
委
員
長
、

安
田
監
事
か
ら
は
そ
れ
ぞ
れ
交
通
機
関
、
旅
行
、
飲
食
業
界
に
つ
い
て

報
告
を
行
な
っ
た
。

　
成
田
商
工
会
議
所
か
ら
は
成
田
市
観
光
協
会
　
滝
澤
尚
二
会
長
が
成

田
市
の
観
光
概
況
に
つ
い
て
話
が
あ
り
、大
本
山
成
田
山
新
勝
寺
で
は
、

12
〜
２
月
に
か
け
て
１
，０
０
０
万
人
も
の
観
光
客
が
訪
れ
る
が
、期
間

が
集
中
的
で
あ
る
た
め
、８
月
に
成
田
う
な
ぎ
祭
り
を
開
催
す
る
な
ど
、

年
間
を
通
し
た
来
客
の
呼
込
み
に
努
め
て
い
る
な
ど
の
話
が
あ
っ
た
。

　
質
疑
応
答
で
は
、
小
松
の
飲
食
店
で
認
証
の
取
得
が
難
し
い
ハ
ラ
ー
ル

の
認
可
が
取
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
驚
き
の
声
が
上
が
る
な
ど
、
活
発
な
議

論
が
お
こ
な
わ
れ
た
。

観光文化委員会

挨拶する中嶋委員長会議の様子

ISICO石川県産業創出支援機構

ＩＳＩＣＯ専門家派遣事業 まずはお気軽にご相談下さい。

中小企業の様々な課題に無料で専門家を派遣します。
日頃の経営や将来について、営業活動・現場改善・販売促進など常に様々な問題が発生しています。
（公財）石川県産業創出支援機構（ISICO：イシコ）では、その目的に応じて各分野の専門家を原則無料で
派遣し、県内企業の方々にお役立ていただいております。

●事業計画 ●マーケティング ●創業
●経営改善 ●販売促進 ●品質管理
●経費削減 ●新製品開発 ●省エネ
●労務管理 ●ＩＴ導入 ●ＨＡＣＣＰ
●事業承継 ●ネットショップ ●知的財産

石川県内に事業所を有する中小企業者等

中小企業診断士、公認会計士、税理士、技術士、ＩTコーディネータ、弁理士、デザイナー、
民間企業での実務経験者等で、診断・助言の実績のある方

https://www.isico.or.jp/site/keiei/specialist.html

（公財）石川県産業創出支援機構　経営支援部
金沢市鞍月2丁目20番地　TEL：076-267-1244　FAX：076-267-3622　E-mail：shinki@isico.or.jp

対象企業

派遣する
専 門 家

関連ＵＲＬ

問い合わせ
申 込 み 先 ～考えよう、鉄道の未来。創ろう、このまちの未来。～

NOMI∞KOMATSU 未来をひらく Railwayフォーラム
　2023年春の北陸新幹線小松開業により、暮らしやビジネス、滞
在など、まちは大きく変わります。そのチャンスを前に、新幹線小松
駅の利用の中心となる小松・能美地域の皆さんで、交通の未来や
地域の未来を考えるフォーラムを開催します。
　特別講演では、フェラーリやポルシェなどのデザインでグローバ
ルに活躍し、北陸新幹線の車両デザインを監修した、世界的工業
デザイナーの 奥山 清行 氏によるスペシャルトークを開催します。
　５年度の新幹線時代に向けて、ビジネスへの新しいアクションに
つながれば幸いです。ぜひふるってご参加ください。

開催日時　2018年３月21日（水・祝） 13時15分 開演
会　　場　こまつ芸術劇場うらら大ホール
　　　　　（小松市土居原町710番地）
内　　容　１．オープニング　小松市立高校合唱部
　　　　　２．特別講演　「これからの100年をデザインする」
　　　　　３．フィナーレ　地元ゆかりの方からの応援メッセージ

特別講演
 工業デザイナー／ KEN OKUYAMA DESIGN 代表
［北陸新幹線車両デザイン監修］
 奥山  清行 氏
［携わったプロダクト］
　フェラーリ エンツォ、トランスイート四季島、
　北陸新幹線、秋田新幹線、ヤンマートラクター、
　その他 家具、眼鏡など多数

小松・能美鉄道利用連携会議事務局（小松市経営政策課内）TEL 24-8037

評議員変更のお知らせ

本
所
評
議
員
の
㈱
平
和
堂
ア
ル
プ
ラ

ザ
小
松
店
長
の
斉
川
健
一
氏
が
異
動

さ
れ
、
２
月
６
日
付
け
で
後
任
と
し

て
磯
部
た
か
し
氏
が
就
任
し
た
。

㈱
平
和
堂
ア
ル
プ
ラ
ザ
小
松
店
長

磯
部 

た
か
し 

氏

　
本
所
評
議
員
の
太
陽
工
業
㈱
代
表

取
締
役
社
長
の
木
本
重
治
氏
が
異
動

さ
れ
、
１
月
25
日
付
け
で
後
任
と
し

て
清
水
廉
太
郎
氏
が
就
任
し
た
。

太
陽
工
業
㈱
代
表
取
締
役
社
長

清
水 

廉
太
郎 

氏

レールウェイ

入場
無料

第
212
回
　
日
商
珠
算
検
定
合
格
者

１
級
 
松
邑
　
瀬
奈
・
中
村
　
杏
璃

２
級
 
美
濃
　
沙
梨
奈
・
北
本
　
清
香
・
宮
野
　
尊
吏
・
杉
山
　
雷
和

 

杉
山
　
一
華

３
級
 
谷
内
　
琉
希
也
・
山
口
　
大
吾
・
山
川
　
慎
司
・
南
山
　
　
生

４
級
 
平
塚
　
慶
太
・
北
本
　
未
来
斗
・
西
原
　
陸
登
・
南
　
　
虹
羽

５
級
 
犬
塚
　
琳
奏
・
澤
田
　
亜
子

６
級
 
佐
藤
　
銀
汰
・
宮
浦
　
敦
希
・
近
江
　
朋
加
・
西
木
　
　
駿

 

山
本
　
菜
月
・
谷
　
　
風
香
・
稲
山
　
柚
吏

７
級
 
横
田
　
沙
和
・
名
村
　
今
日
子
・
江
口
　
莉
理
・
荒
木
　
悠
楽

８
級
 
中
川
　
夏
綺
・
小
野
　
花
音
・
竹
田
　
崇
利
・
中
田
　
俊
壱

第
266
回
　
暗
算
検
定
合
格
者

１
級
 
坂
元
　
悠
真
・
田
村
　
凛
子
・
伏
見
　
光
矢

２
級
 
荒
木
　
悠
瑞
・
山
田
　
蒼
真

３
級
 
寺
門
　
佑
基
・
久
津
　
七
海
・
酒
井
　
友
那
・
橋
本
　
一
葉

４
級
 
西
野
　
亜
美
・
宮
浦
　
敦
希
・
田
中
　
七
愛
・
酒
井
　
康
佑

 

近
江
　
朋
加
・
西
木
　
　
駿
・
山
本
　
菜
月

５
級
 
山
本
　
萌
結
・
和
田
　
　
祥
・
加
藤
　
獅
琉
・
岡
上
　
咲
空

第
122
回
　
総
合
珠
算
段
位
認
定
申
請
書

萩
本
　
和
喜
―
弐
　
段
　
　
田
淵
　
彩
華
―
初
　
段

北
村
　
　
晴
―
準
初
段
　
　
伴
　
　
夏
美
―
準
弐
段

第
122
回
　
総
合
暗
算
段
位
認
定
申
請
書

田
淵
　
彩
華
―
準
弐
段
　
　
北
村
　
　
晴
―
準
参
段

北
村
　
　
仁
―
準
弐
段

日
商
珠
算
検
定
合
格
者・段
位
認
定（
２
月
11
日
開
催
）

ITなんでも無料相談会
　ITを活用して事業の効率化を進めたい、インター
ネットでの販売促進に取り組みたいなどといったIT
に関する悩み・課題を専門家に気軽に相談できる
「ITなんでも無料相談会」を開催します。
◆開催日時　３月８日（木）、３月22日（木）

いずれも13時30分～16時30分
◆相談時間　１回の相談あたり１時間まで
◆場　　所　小松商工会議所
◆講　　師　株式会社 一期大福
　　　　　　　　ITコーディネータ 福岡 明夫氏
◆対　　象　小松商工会議所会員事業所
◆料　　金　無料

相談内容例
●ホームページを立ち上げて、取り組みを知ってもらいたい！
●働くホームページを作るにはどうすればいいの？
　（ＳＥＯ対策、スマートフォン対応）
●ホームページのアクセス解析をして、ページを改善したい！
●ＳＮＳ活用した情報発信したい！（Facebook、Instagram等）
●社内の情報セキュリティ対策 
●タブレット・スマートフォン端末の活用 など

小松商工会議所 経営支援課
☎0761-21-3121問い合わせ



会員事業所紹介

　
広
報
委
員
会
で
は
、地
球
に
や

さ
し
い
ケ
ナ
フ
の
紙
す
き
体
験
を

通
じ
て
楽
し
み
な
が
ら
環
境
問
題

に
関
心
を
持
つ
機
会
に
な
れ
ば
と

ケ
ナ
フ
の
紙
す
き
の
材
料
と
な
る

パ
ル
プ
の
提
供
と
道
具
の
貸
し
出

し
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
今
回
は
幼
保
連
携
型
あ
た
か
認

定
こ
ど
も
園
の
皆
さ
ん
が
、ケ
ナ

フ
の
紙
す
き
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
ま

し
た
。

　
広
報
委
員
会
で
は
こ
れ
か
ら
も

環
境
問
題
の
啓
発
活
動
と
し
て
、

ケ
ナ
フ
の
紙
す
き
道
具
の
貸
し
出

し
や
、ケ
ナ
フ
の
種
の

配
布
な
ど
、「
地
球
に
や

さ
し
い
ケ
ナ
フ
」の
啓
発

を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　
小
松
商
工
会
議
所
女
性
会
は
、

平
成
９
年
に
設
立
さ
れ
、
各
種
研

修
会
の
開
催
等
を
通
じ
て
、
研
鑽

に
努
め
る
と
と
も
に
、
地
域
の
振

興
は
も
と
よ
り
、
環
境
の
保
全
、

福
祉
の
増
進
、
青
少
年
の
健
全
な

育
成
ま
で
様
々
な
問
題
に
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。

　
発
足
よ
り
継
続
し
て
行
っ
て
き

た「
地
球
に
や
さ
し
い
ケ
ナ
フ
」の

啓
発
や「
環
境（
ゴ
ミ
）問
題
絵
画

コ
ン
ク
ー
ル
」「
フ
ロ
ー
ラ
ル
花
い

っ
ぱ
い
コ
ン
テ
ス
ト
」の
実
施
、
全

国
の
商
工
会
議
所
女
性
会
と
の
交

流
な
ど
、
様
々
な
事
業
を
行
っ
て

参
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
も
こ
の
多
難
な
時
代

に
挑
み
、
女
性
な
ら
で
は
の
し
な

や
か
な
感
性
と
大
胆
な
発
想
を
大

い
に
活
か
し
て
、
積
極
的
な
活
動

を
し
て
い
き
ま
す
。

　
当
会
で
は
、一
緒
に
活
動
し
て

い
た
だ
け
る
メ
ン
バ
ー
を
募
集
し

て
い
ま
す
。

　
入
会
資
格
は
本
所
会
員
事
業
所

に
従
事
す
る
女
性
が
対
象
で
年
会

費
は
1
万
円
。

　
詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、☎
21
・

3
1
2
1
ま
で
お
気
軽
に
お
問
合

せ
下
さ
い
。

華
つ
う
し
ん

女
性
会

NO.231
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地
球
に
や
さ
し
い
ケ
ナ
フ
で
紙
す
き

「
一
緒
に
活
動
し
ま
せ
ん
か
」

女
性
の
元
気
を

　
　
　
　求
め
て
い
ま
す

最
新
バ
ー
チ
ャ
ル
ツ
ア
ー
シ
ス
テ
ム
で
集
客・売
上
ア
ッ
プ
！

◆所 在 地 小松市打越町
◆業務内容 バーチャルツアー（VR）、

ワンプレイス360、グー
グルストリートビュー、ド
ローン撮影、動画制作、
HP作成、㈱ノーワン代理
店、コンサルティング事
業など

◆Ｔ Ｅ Ｌ 090-2837-8678
◆定 休 日 不定休
 （電話でお尋ね下さい）

　
複
写
機
業
界
に
27
年
従
事
後
、
情
報

通
信
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
関
連
サ
ー
ビ
ス

業
と
し
て
独
立
、
日
本
全
国
で
も
数
少
な

く
、
北
陸
で
は
唯
一
バ
ー
チ
ャ
ル
ツ
ア
ー

シ
ス
テ
ム（
以
下
、Ｖ
Ｔ
Ｓ
）を
取
り
扱
っ
て

い
る
㈱
ノ
ー
ワ
ン
と
代
理
店
契
約
を
結
び
、

昨
年
「
Ｆｏｒｅｓ
ｉｇ
ｈ
ｔ
」
を
立
ち
上

げ
た
。
近
年
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
良
し
悪
し

が
売
上
に
影
響
す
る
時
代
も
成
熟
期
を

迎
え
て
お
り
、
さ
ら
に
ユ
ー
ザ
ー
が
実
際

の
お
店
に
行
っ
た
よ
う
な
感
覚
で
商
品
を

手
に
取
る
よ
う
に
実
感
で
き
る
Ｖ
Ｔ
Ｓ
が

次
世
代
の
コ
ン
テ
ン
ツ
と
し
て
あ

ら
ゆ
る
分
野
で
注
目
さ
れ
始
め
て

い
る
。

　
高
解
像
度
・
高
性
能
で
あ
る
最

新
Ｖ
Ｔ
Ｓ
は
、
お
店
は
も
ち
ろ
ん

企
業
や
観
光
ス
ポ
ッ
ト
な
ど
見
て

貰
い
た
い
あ
ら
ゆ
る
物
や
場
所
を

Ｗ
Ｅ
Ｂ
上
で
３
６
０
度
紹
介
・
宣

伝
出
来
る
画
期
的
な
ツ
ー
ル
だ
。

特
徴
と
し
て
パ
ノ
ラ
マ
画
素
数
は

１
億
画
素
以
上
で
大
変
綺
麗
で
あ

り
、
し
か
も
高
画
質
で
あ
り
な
が

ら
表
示
が
早
く
落
ち
に
く
い
こ
と
。
そ
し

て
機
能
が
豊
富
で
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
バ
ー
チ

ャ
ル
ツ
ア
ー
が
構
築
出
来
る
な
ど
高
機
能

満
載
の
最
新
ツ
ー
ル
と
な
っ
て
い
る
。

　
鴻
野
氏
は「
今
後
、北
陸
新
幹
線
や
飛

行
機
を
利
用
し
て
石
川
県
入
り
さ
れ
る
観

光
客
を
も
っ
と
増
や
し
て
県
内
の
観
光
地

や
旅
館
、商
店
な
ど
へ
の
集
客
ア
ッ
プ
に
繋

げ
、ひ
い
て
は
県
全
体
が
さ
ら
に
盛
り
上

が
る
よ
う
お
役
に
立
ち
た
い
」と
ネ
ッ
ト
の

高
い
利
用
率
に
つ
い
て
熱
っ
ぽ
く
語
る
。

　
こ
れ
ま
で
の
バ
ー
チ
ャ
ル
ツ
ア
ー
導
入

事
例
は
、
黒
薙
温
泉
旅
館
、
エ
ス
テ
サ
ロ

ン
Ｋ
Ｏ
Ｕ
、
郡
上
螺
子
、
ナ
ト
ゥ
ー
ラ
、

ア
ロ
ー
ズ
、
ニ
ク
ボ
ウ
ズ
な
ど
で
Ｈ
Ｐ
自

体
が
写
真
の
よ
う
に
綺
麗
で
動
作
も
早
く

一
度
開
い
て
み
る
の
も
良
し
。

　
皆
さ
ん
も
自
社
の
バ
ー
チ
ャ
ル
ツ
ア
ー

の
開
設
更
新
な
ど
、
も
し
興
味
の
お
あ
り

の
方
は
ど
ん
な
こ
と

で
も
お
気
軽
に
お
電

話
に
て
お
問
い
合
わ

せ
下
さ
い
。
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す
。
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ケナフの種をご希望の方は、
☎21・3121まで
お気軽にお問合せ下さい。

　
本
所
会
報
で
は
、毎
号
、会
員

事
業
所
の
皆
様
を
ご
紹
介
し
て

い
ま
す
。

　
掲
載
は
無
料
で
す
の
で
、希

望
さ
れ
る
方
は
左
記
ま
で
お
気

軽
に
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。
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は
お
申
し
込
み
受
付
順

と
さ
せ
て
頂
き
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す
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験
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。
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